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1. APIC21製品概要 
１． Compact PCIを意識した小型化の実現（SQFP144Pin採用）しました。 

２． PCI Spec2.1 Target機能をサポートし、Gate規模／PIN数を抑え低コスト化を図りました。 

３． Read／Write Data BufferにDual Port FIFO Memoryを採用し、APIC21が占めるPCIバスの使用率

を最小に抑えています。 

４． Delayed RD転送をサポートし、低速Application との最適インターフェースが可能です。 

 同Delayed RD用格納領域を2チャネル用意し、Dual Masterからのアクセスに対応できます。また、

同チャネルに対する自動 Discard 処理、及び LOCK 機能をサポートすることによって、最適な

Application とのやり取りを提供しています。 

５． 最大256 Byteの I/O空間、及び最大128KbyteのMemory/Expansion ROM空間をサポートしてい

ます。 

６． Local Bus Widthは、16／8 bit を選択可能です。 

７． I/O空間用に16本のChip Select（IOCSN#）をサポート。 

 各Chip Selectは、１～256Byteの範囲で設定可能で、I/O Read／Writeのタイミングで出力できるの

で、外付けデコード回路が不要になりました。 

８． Local Busは、I/O、Memory空間毎にそれぞれRead/Write転送個別にAddress/Data/Holdのタイミ

ングが選択可能です。 

９． 最大32ByteのFIFOを利用したTarget Application主導型のI/O Readが可能です。 

これにより、Application側より多くのData転送を要求するシステムは転送効率の向上が図れます。 

１０． Memory空間は最大32ByteのPre-fetchが可能です。 

１１． 最大4要因のマスク可能な割込み入力が可能で、割込み入力は、Polarity / Trigger Type / Priority

の設定ができます。 

１２． シリアルEEPROMの接続が可能で、Power-ON／PCI Reset時に初期化データをLoadし、APIC21

の内部レジスタを初期化します。 

1K / 2K / 4K のシリアルEEPROMの使用が可能でROMサイズを自動的に認識します。 

１３． Local Data BusにBi-directional Schmitt Input／High Fan-out（IOL=24mA）Bufferを採用しました。 

１４． Local Busの全ての Input Pinに 50KΩ Pullup処理が施されています。 
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2. 各ブロックの概要 

2-1. PCI TARGET I/Fブロック:  PCI Local Bus Specification 2.1準拠 (ターゲット機能) 
・ Supported PCI Command: 

PCI Command Type Code (C/BE#) 
I/O Read 0010 
I/O Write 0011 
Memory Read 0110 
Memory Write 0111 
Configuration Read 1010 
Configuration Write 1011 
Memory Read Multiple (MRM) 1100 
Memory Read Line (MRL) 1110 
Memory Write and Invalidate (MWI) 1111 

※ その他のCommand、及びReserved Commandには応答しません(DEVSEL#: No Assert)。 
※ 一部のPC(Master Device)は、Retry / Disconnectに対し、同じCommandを使用して再ア
クセスするとは限らず、MRM / MRL / MWI Commandを繰り返すものがあり、これに対応
します。 

 
・ パリティ・チェック機能： 

－ Parity Error検出時の応答は、同チップへのアクセス時のみSERR#／PERR#をアサート
します（PCI SpecではBroadcast的に応答することも許されています）。 
PERR#／SERR#の Enable 状態は、PCI Command レジスタの bit6: Parity Error 
Response / bit8: SERR# Enable設定に依存します。 

－ Parity Error検出時の処理： 
 ・ Address Parity Errorを検出した場合、全てのアクセスを無効処理。 
 ・ Data Parity Error検出時の処理をレジスタの設定により、選択可能（無効／有効） 

   です。 
 

・ Target LOCK機能サポート： 

本チップでは、全てのリソース（I/O、Memory）が対象となります。そのため、LOCKシー
ケンスの最初のアクセスは、Memory Readまたは I/O Read Commandで実行可能です。 
LOCKマスタ以外のアクセスに対しRetry応答します。 
－ LOCKの不成立条件： 
・ 1st TransactionがWR転送であった場合： 
  同チップとして機能的に判別。 
・ 1st Transactionがデータを伴わない終了をした場合／TARGET ABORT終了した場合 

マスタ側が同状態を判別して、LOCK#をフレームの終了時点で De-assert状
態にするため、チップ上の動作としては、その時点までLOCK#されたものと
して動作します。 

 
・ Burst転送時のAddressing Mode： 

－ Memory Addressing Mode： 
 ・ Linear Addressing Modeのみサポート。 
 ・ その他のAddressing Modeに対しては、最初のアクセスでDisconnect with Data 
   終了。 
－ I/O Addressing Mode： 

 PCI Spec上、Burst転送に関するAddressの取り決めをMaster側とTarget Device側
で事前の取り決めがあれば、ローカル・ルールを使用することが許されています（他の

システムには影響ありません）。 
APIC21ではレジスタの設定により、固定（4Byte空間）／リニア・モードを選択可能
とします。 
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・ Target Latencyルールについて： 

PCI Spec2.1では、Target Latencyルールは必須条件となっています。 
APIC21では、Initial Latency (16 clock)／Subsequent Latency (8 clock)をサポートします。
但し、Spec2.0対応として、Initial Latencyをレジスタの設定によりDisableにすることも可
能です。 
 

・ Expansion ROM空間のWriteアクセス・サポート： 

Expansion ROM空間へのWriteアクセスは通常動作として受け付けます。 
Flush Memory／EEPROM等へのData書き込みが可能です。 
 

・ 無効データ・フェーズのSKIP処理： 

PCI Spec上、全てのByte Laneを無効(C/BE#=1111b)としたアクセスも許されています。 
APIC21は各データ転送毎に有効Byte Laneを監視し処理を行っているため、有効データのみ
Target Application側にアクセスできます（Memory Prefetch Enable状態でのRD動作は除
きます）。 
 

・ PCI Configuration Register： 

PCIのホスト又は、初期値設定用に設けるシリアルEEPROMからのアクセス可能。 
 

－ Burst転送のサポート： 
一部の Legacy PC では Configuration 空間への Burst 転送を行うものがあるため、
APIC21 では同空間への Burst アクセスを可能としました。但し、最初のアクセスで
Disconnect with Data終了します。 
 

－ Base AddressレジスタのSystem Mapping／Addressサイズをプログラマブルに設定可能。 
 対象： BAR1(I/O), BAR2(Memory), Expansion ROM BAR 
  
－ デバイス固有領域： 

192 byteのデバイス固有領域に対して応答し、Read時は全て“00h”が読み出されます。 
 

－ 機能番号“0”のみをサポート（その他機能番号には応答しません）。 
 

 31                                   16  15                                    0   Offset (HEX) 

Device ID Vendor ID 00h 
Status Command 04h 

Base-Class Sub-Class Programming I/F Revision ID 08h 
BIST Header Type Latency Timer Cache Line Size 0Ch 

Base Address Register 0 10h 
Base Address Register 1 14h 
Base Address Register 2 18h 

1Ch 
20h 

Reserved 

24h 
Cardbus CIS Pointer 28h 

Subsystem ID Subsystem Vendor ID 2Ch 
Expansion ROM Base Address 30h 

Reserved 34h 
Reserved 38h 

Max_LAT Min_GNT Interrupt Pin Interrupt Line 3Ch 
 

- Vender ID : Addr=00h; 16 bit; Reset = 136Ch; Read Only 
・ 初期 Initialize時にSerial EEPROMからの書き込み可能。 
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- Device ID : Addr=02h; 16bit; Reset = 0001h; Read Only 

・ 初期 Initialize時にSerial EEPROMからの書き込み可能。 
- Command Register : Addr=04h; 16bit; Reset = 0000h; R/W 

 
Command Register 

Bit Description Supported R/W Reset 
0 I/O Space Yes R/W 0 
1 Memory Space Yes R/W 0 
2 Bus Master(Master Only) No R 0（固定） 
3 Special Cycles No R 0（固定） 
4 Memory Write and Invalidate Enable No R 0（固定） 
5 VGA Pallette Snoop No R 0（固定） 
6 Parity Error Response Yes R/W 0 
7 Wait Cycle Control No R 0（固定） 
8 SERR Enable Yes R/W 0 
9 Fast Back to Back Enable (Master Only) No R 0（固定） 

15:10 Reserved  R 0 
 

- Status Register : Addr=06h; 16bit; Reset = 0000h; R/W 
 

Status Register 
Bit Description Supported R/W Reset 
6:0 Reserved  R 0 
7 Fast Back-to-Back Capable Yes R 1 
8 Data Parity Error Detected (Master Only) No R 0（固定） 

10:9 DEVSEL Timing Yes R 01 
11 Signaled Target Abort Yes R/WC 0 
12 Received Target Abort (Master Only) No R 0（固定） 
13 Received Master Abort (Master Only) No R 0（固定） 
14 Signaled System Error Yes R/WC 0 
15 Detected Parity Error Yes R/WC 0 
※ Status REG: DEVSEL#ﾀｲﾐﾝｸﾞは、Medium ﾘｽﾎﾟﾝﾀﾞｰに設定 

 
- Revision ID : Addr=08h; 8bit; Reset=00h (固定), Read Only 

 
- Class Code : 

・ 初期 Initialize時にSerial EEPROMからの書き込み可能 
・ Programming I/F Code: Addr=09h; 8bit; Reset = 00h; Read Only 
・ Sub-Class Code: Addr=0Ah; 8bit; Reset=80h; Read Only 
・ Base-Class Code: Addr=0Bh; 8bit; Reset=06h; Read Only 

 
- Header Type : Addr=0Eh; 8bit; Reset=00h (固定) 
 
- Base Address Register0 : Addr=10h; 32bit; Reset=00000001h; R/W 
・ローカル・コンフィグレーション・レジスタ I/O空間用 – 16 Byte固定 

 31                                                                                     4   3   2   1   0 
I/O Base Address : R/W 0 0 0 1 

・ Bit[0]:  I/O Space Indicator (1:固定) 
・ Bit[1]:  Reserved (0:固定) 
・ Bit[31:2]: I/O Base Address (Bit[3:2]:0固定-16 Byte I/O Space) 
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- Base Address Register1 : Addr=14h; 32bit; Reset: 00000001h; R/W 
・I/O空間用：Min:4Byte – Max:256Byte(Reset後＝16 Byte) 

 31                                                                    8   7   6   5   4   3   2   1   0 
I/O Base Address : R/W Decode Enable 0 1 

・ Bit[0]:  I/O Space Indicator (1:固定) 
・ Bit[1]:  Reserved (0:固定) 
・ Bit[31:2]: I/O Base Address (Max: 256 Byte) 

※ Serial EEPROMよりアクセスされるBAR1 Decode Enableレジスタの内容によっ
て、BAR1のMappingのON/OFF、Decodeレンジの設定可能。 

 
- Base Address Register2 : Addr=18h; 32bit; Reset: Mapping Off; R/W 
・Memory空間用：Min:32Byte – Max:128Kbyte(Reset時：Mask) 

 31                                16  15  14  13  12  11  10   9   8   7   6   5   4   3   2   1   0 
Memory Base Address : R/W Decode Enable 0 0 0 0 0 
・ Bit[0]:  Memory Space Indicator (0:固定) 
・ Bit[2:1]: Type (00:32bit ｱﾄﾞﾚｽ空間の任意の位置) 
・ Bit[3]:  Prefetch Enable 
・ Bit[31:4]: Memory Base Address (Max: 128 KByte) 
・ Bit[4]:  0固定 

※ Serial EEPROMよりアクセスされるBAR2 Decode Enableレジスタの内容によっ
て、BAR2のMappingのON/OFF、Decodeレンジの設定可能。 

 
- Subsystem Vender ID : Addr=2Ch; 16bit; Reset=0000h; Read Only 

・ 初期 Initialize時にSerial EEPROMからの書き込み可能。 
 

- Subsystem ID : Addr=2Dh; 16bit; Reset=0000h; Read Only 
・ 初期 Initialize時にSerial EEPROMからの書き込み可能。 

 
- Expansion ROM Base Address : Addr=30h; 32bit; Reset= Mapping Off; R/W 
・Expansion ROM空間用：Min:2KByte-Max:128Kbyte(Reset時：Mask) 

 31                                16  15  14  13  12  11  10   9   8   7   6   5   4   3   2   1   0 
Memory Base Address : R/W Decode Enable Reserved 0 
・ Bit[0]:  Address Decode Enable 
・ Bit[10:1]: Reserved 
・ Bit[31:11]: Expansion ROM Base Address (Max: 128 KByte) 

※ Serial EEPROMよりアクセスされるExpansion ROM BAR Decode Enableレジス
タの内容によって、BAR2のMappingのON/OFF、Decodeレンジの設定可能。 

 
- Interrupt Line : Addr=3Ch; 8bit; Reset= 不定; R/W 
 
- Interrupt Pin : Addr=3Dh; 8bit; Reset= 01h; Read Only 

※ Serial EEPROMよりアクセスされるInterrupt Pin Selectレジスタの内容によって、
PCI割込み要求端子(INTA#)を使用するか否かを設定可能。 
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2-2. Adapter Controlブロック 

2-2-1. アドレッシング制御 

- ターゲット・アプリケーション空間への割り当てとターゲット・アドレスの再生成 
Memory/Exp.ROM空間： 最大128Kbyte (BAR2/Exp. ROM BARの設定) 
I/O空間：  最大256byte (BAR1の設定) 
PCI から転送されたアドレスをベースにローカル・バス幅の設定とバイト・イネーブル信号によ
ってターゲット・アプリケーション用のアドレスを再生成。 
 

- Burst転送時のAddress制御： 
Memory転送時、Linear Address Increment受付(AD[1:0]=00)時、スタート・アドレスよりデー
タ・フェーズ毎にアドレスを＋4インクリメントします。 

 
I/O転送の場合、アドレス下位2ビットが0で、かつ全てのバイトレインが有効である場合
(BE[3:0]=0000)のみバースト転送を受け付けます。この際のアドレス生成は、固定もしくはリニ
ア・アドレスインクリメントをレジスタの設定により選択可能です。その他の組み合わせの場合、

最初のデータアクセス時にDisconnectを発行し終了します。 
固定Addressing Modeを選択した場合は、4Byte空間の固定アドレスとして扱われます。 

 

2-2-2. データ制御 

PCIバスの占有率を抑えるため、Dual PORT RAMをR/W独立に採用しました。 
Write転送時は、同空間を使用したPosted WR転送が行われ、Read転送において、Latency内での
アクセスが出来ない場合、Prefetch RD － Delayed RD転送を実行させ、PCI－Local間の転送を時
分割に処理します。 
アプリケーション側とのデータのやり取りは 8／16 ビット・バスで行われ、PCI 側からの有効バイ
トの情報により、Data Swap処理を行います。 

 
2-2-2-1. READ制御 

 
(1)  Direct RD転送： 
 

PCI-Local間のRead転送は、基本的にDirect RD転送が行われます。但し、Latencyの要求内でア
クセス出来ない場合（または、PCI RD Mode設定時）は、PCI側に対し、Retry/Disconnect without 
Data終了し、一旦アクセスを終了させます。 

 
※ Direct RDとは、PCIのLatency範囲内でのRD転送をいいます。 

Initial Latency Disable設定では、PCI側が要求したByte情報がLocal側からのReadされるま
でこの状態が継続されます。 

 
Direct RD可能なLocal Bus Wait数 

Local Bus Cycle数 Initial Latency ON Initial Latency OFF 
Single Bus Cycle 2 Wait以下 制限無し 
Double Bus Cycle 以上 合計2 Wait以下 制限無し 

 
PCIからBurst RD転送があった場合、Prefetch Enableで0 Wait(AW/DW/HOLD=0)の場合のみ
Direct RDにて転送可能です。 
■ Direct Buffer：  1×32bit 
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(2)  Prefetch RD － Delayed RD転送： 
 

PCIがTime Outが発生した場合、Read中のデータはPrefetch Buffer領域に格納されDelayed RD
転送による再アクセスを待機します。また、アクセス空間がMemoryであり、Prefetch Enable状態
である場合は、設定したカウント数分のPrefetch Cycleを起動させ、Prefetch Bufferに引き続きデ
ータを格納します。 
尚、CACHE格納領域がフル状態になった時点で、Prefetch Cycleは終了します。 
但し、この場合においても PCI 側からの Direct RD は受付可能です。同アクセス中に
Retry/Disconnect状態になった場合は、格納スペースが無いためRDデータは破棄されます。 
 
Prefetch Bufferの動作： 
・ I/O 及び Prefetch Disable時のMemoryサイクル 

Latency Time Out 時点での有効Byte Laneのみ継続してPrefetchします。 
Burst RD時は、各データ・フェーズ毎にPCI側の有効Byte Lane情報(C/BE#)を判別しなけ
ればならず、現在起動中のLocal Bus Cycleを一端保留状態（Pending処理）にしByte Lane
情報の獲得後、再起動させる手続きをとります。また、無効データ・フェーズを検出した場合

は、Local Busに対してSKIP処理を施します。 
 

・ Prefetch Enable時のMemoryサイクル 
Singleアクセス時のLatency Time Out時(FRAME#=1)は、Prefetch Counterは起動されず、
現行のデータ・フェーズに対する有効ByteのみPrefetchされます。 
PCI RD Mode設定時は、PCIからのREAD要求受付後、直ちにRetryを発行し、Prefetch 
Counterが起動されます。この際のLocalアクセスは、1st データ・フェーズに対しては、PCI
からLatchした有効Byte Laneの情報を元にアクセスされますが、2nd データ・フェーズ以降は、
全バイト有効として処理されます。 
Delayed RDが、Prefetch Cycle実行中のフレーム情報に対して成立した場合、その時点まで
にPrefetch Bufferに格納したデータをPCI側に引き渡し、Prefetch Cycleは強制終了します。 
Delayed RD が現在格納中のデータ数より多くのデータを要求した場合、直ちに Disconnect 
without Data終了し、新たなターゲット・アドレス、有効Byte Lane情報をLatchし、Prefetch
予約されます。 
 

・ Prefetch Bufferの管理 
複数Master Deviceからのアクセスを考慮し、2要因までの情報を管理します。 
Prefetchの制御は、Primary / Secondaryからなる2段構成のPrefetch Queueによって管理さ
れています。 
PCI からの情報は、Primary 側に登録されることで Prefetch 予約となります。この時、
Secondary側に登録データがなければ同情報は、Secondary側にシフトされPrefetch確定状態
となります。確定状態とは、Local側にPrefetch Cycleが起動されることを意味します。 
Delayed RDに対する管理は、2チャネルの独立したフレーム情報によって行われます。 
フレーム情報とは、Address/PCI Command/Prefetch状態（予約／確定、格納チャネル等）を
示し、PCIアクセスが同フレーム情報と一致した場合にDelayed RDが成立します。 

Primary Secondary

CH1 CH2

Address Comparator

From PCI To LBSC

Prefetch Queue

Delayed RD用
Frame情報
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Prefetchデータ格納領域は最大48 Byte確保できます。領域を最大2チャネルに分割し、独立制
御が可能になっています。 
両チャネルとも既にPrefetchデータが格納されている場合、別のPCIアクセスがあるとDead 
Lock 状態に陥る可能性があります（Disconnect 終了したデータは必ずしも再アクセスが起動
されるとは限りません）。この状態を回避するためにPCIアクセスを受けなかったフレーム情
報を自動的に順次破棄させるDiscard Counterをチャネル毎に内蔵します。 
Prefetchデータ格納後、2 回目のPCI-RDサイクル(Direct RD)までに格納したチャネル情報に
HITしなかった場合は、同格納データを自動的に破棄します（DISCARD処理）。 
尚、Direct RDがLatency範囲内で終了した場合は、DISCARDカウントから除外されます。 
 

Prefetch RDとDelayed RD転送は同時処理可能とします。 
 

■ RD CACHE(Prefetch Buffer)：  12×32bit  Dual Port RAM （同時読み書き可能） 
 

■ 動作モード 
・ Delayed RD Mode 
・ Pre-fetch RD Mode 

 
 

(3)  Direct I/O Pre-RD － PCI INT RD転送： 
 
本チップでは、上記の PCI 主導 RD 転送の他にアプリケーション主導のデータ転送(Direct I/O 
Pre-RD)をサポートします。 
これは、PCIからのReadアクセスがある以前に I/Oデータを先読みし、内部バッファにデータ格納
後、割り込み(Half/Full)、またはステータス・ポーリングによりPCI-RDサイクルを起動させる(Direct 
I/O RD Mode)もので、大容量のアプリケーション・データをPCI側に転送する際に有効となります。 
 
内蔵レジスタに対象となるターゲット・レジスタのアドレス固定値（（DIO Address:偶数アドレス）、
レジスタ幅の設定可）設定し、2本のハンドシェーク信号(IORREQ# / IORACK#)によってターゲッ
ト・アプリケーションとのインターフェースをとります。 
Localアクセスに対しては、設定したアドレス(DIO Address)が固定値として出力されます。 
ステータス状態(EMPTY/FULL)、またはデータ領域の Half/Full 状態で発生する割り込み要求によ
って起動されたPCI側からのアクセスを PCI Interrupt RD Modeと呼び、PCIからのAddressが
設定したDIO Addressと一致した場合で、かつ有効データが同領域に格納されている場合に成立し
ます。 
PCI INT RD動作では、DIO Addressを基準としたByte/Word/D-Word転送が可能。 

 
Direct I/O RD、PCI Interrupt RD Modeの同時処理可能とするが、下記の条件においては、受付保
留とします。 

動作モード 受付保留状態 
Direct I/O Pre-RD ・ データ格納領域FULL状態 
PCI INT RD ・ データ格納領域EMPTY状態 

 
同空間へのPCI側からのアクセスは、Local Configurationレジスタに設定したDirect I/O Address
レジスタの設定値と PCI 先頭アドレスが一致した場合で、かつ同空間に有効データが格納されてい
る状態(Empty=0)で成立します。 
Empty状態でのアクセスは、Direct RD動作として扱われ、Latency内で返答出来なかった場合は、
Prefetch用データ領域に格納されます（Delayed RDとPCI INT RDが競合した場合は、Delayed RD
が優先されます。但し、この場合のDelayed RDの終了時にPrefetch Cycleに移行することは有り
ません）。 
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■ Direct I/O Pre-RD Buffer： 

Direct I/O Pre-RDされたデータは、RD CACHE内に確保されたDouble WordのFIFO
（DIO領域）の下位バイトから順次格納されます。 
DIO領域は、Line PointerとColumn PointerによりByte単位に管理され、設定した領域
のHalf またはFull Point（固定Point）によって割込み発生が可能になっています。 
PCI INT RD動作時は、DIO領域に格納されたByteデータを下記ルールに基きData Swap
処理が施され、PCI側に引き渡されます。 
Data Swapは、Column Pointerによって有効バイトを選択し、PCI側からのByte Enable
情報によってドライブさせるバスを選択します。 

 
● DIO Addr[1:0]=00Bの場合： Single / Burst RD可 

- PCI Byte Enable: 0000/1100/1110 
（注：BE=1000を検出 → 1100として処理、その他の組み合わせは、DIOアクセス・ 
 ルール違反） 

 
転送Byte BE# Column Swap Control 

  Pointer HH HL LH LL 
Double W 0000 00 [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] 

00   [15:8] [7:0] Word 1100 
10 [15:8] [7:0]   
00    [7:0] 
01   [7:0]  
10  [7:0]   

Byte 1110 

11 [7:0]    
 

● DIO Addr[1:0]=10Bの場合： Single可 / Burst RD不可 
- PCI Byte Enable: 0011/1011（その他の組み合わせは、DIOアクセス・ルール違反） 

 
転送Byte BE# Column Swap Control 

  Pointer HH HL LH LL 
00   [31:24] [23:16] Word 0011 
10 [31:24] [23:16]   
00    [23:16] 
01   [23:16]  
10  [23:16]   

Byte 1011 

11 [23:16]    
 
※ PCI INT RD時の各データ・フェーズ毎に要求バイト数（Data Bus幅）を可変にして
のアクセスは禁止 
例： WORD → BYTE → WORD → …. etc. 

※ Local Bus幅 8ビット指定時、DIO Register Sizeの16ビット指定は禁止（8ビットと
してアクセスされます） 

※ Direct I/O Pre-RD起動中に何らかの理由により、設定もしくは転送をし直す必要があ
る場合、必ずRD FIFO Flush Command発行の上、その後の手続きを踏むこと 

 
● Space Full/Half割込み 
 
同空間データのPCI側への引き渡し方法の一つとして、割込み処理をサポートしています。 
PCI側の同空間へのアクセス条件の変更により、従来のSpace Full状態での割込みではデー
タの取りこぼしが懸念されます。そのため、Space Half状態での割込みポイントを追加しま
す。Full／Half 割込みの選択は、Local Config Virtual Space にマッピングされている
Internal Interrupt Control Registerに制御ビットを設け選択可能とします（Bit3: 0 - Half / 
1- Full: Reset時はHalfとします）。 
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Half割込みについて：

Direct I/O 用データ格納領域は、プログラマブルにスペースを可変(Min 0Byte – Max 
32Byte)に設定できるため、HalfポイントをRD FIFO Space Registerの内容より下記8
通りのHalf Point値の何れかを同レジスタのFIFO Enable Bit(Bit 15)がセットされた段
階でロードし、アプリケーション側からのデータ転送数を管理する DIOP(Byte Lane：
Line)／DIOBC(Byte: Column)の値がHalf Point値と一致した場合、割込み要求を発行さ
せます。 

 
RD FIFO Space Control Reg Direct I/O Half Half Point 

7 6 5 4 3 2 1 0 Space Space DIOP DIOBC 
0 0 0 0 0 0 0 1 4 byte 2 byte 0000 10 
0 0 0 0 0 0 1 0 8 4 0001 00 
0 0 0 0 0 1 0 0 12 6 0001 10 
0 0 0 0 1 0 0 0 16 8 0010 00 
0 0 0 1 0 0 0 0 20 10 0010 10 
0 0 1 0 0 0 0 0 24 12 0011 00 
0 1 0 0 0 0 0 0 28 14 0011 10 
1 0 0 0 0 0 0 0 32 16 0100 00 

 
※ Half割込みを選択した場合、DIOPポインタの動作から割込みポイントを上記Half Point
と、従来のFull状態での2ポイントで割込み要求を発行 

 
■ 動作モード 

・ Direct I/O Pre-RD Mode  
・ PCI INT RD Mode 

 
 

(4)  FIFO Space Sharing機能： 
 

APIC21では、限られたRD CACHEスペースを有効利用するために、同データ領域をプログラ
マブルにPrefetch Data領域とDIO Data領域に区分（DWORD単位）し、独立的な制御が可能
となっています。 
Local Configuration空間にマッピングされたRD FIFO Space Controlレジスタの設定により、
RD CACHE内のデータ領域(48 Byte)をPrefetch／DIO領域に区分します。 
 

・Prefetch用： Min: 16 byte Max: 48 byte 
・DIO用： Min: 0 byte Max: 32 byte  

 
2-2-2-2. WRITE制御 

 
Write時は、Local Busの状態に依存することなく、PCIからのWRデータを内蔵したWR FIFOに
格納することで、PCIバスの占有率を最小限に抑えています。 
Writeデータは、PCIフレーム単位に管理され、最大3種類の異なるフレーム情報（先頭アドレス、
アクセス空間、有効バイト、データ）を確保します。 
 
Write転送は、Posted WR転送を基本としますが、FIFOがEmpty状態の場合はPCIからのWR
アクセスの検知と同時にLocalアクセスを施すDirect WR Modeをサポートし高速アクセスに対応
しています（現行PCIアクセスと同時にLocal WRアクセスが実施されます）。 
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また、データの有効性を重視する場合は、Local Configuration 空間に Mapping された Adapter 
Controlレジスタ：Data Parity Modeビットの設定によって、Data Parity Error検出時の処理を指
定できます。 
Parity ErrorをApplication側に反映させないモードを選択した場合のシーケンスは、フレーム単位
（または、FIFO Full時点）毎にParity Errorの有無を判別してApplication側にアクセスを施しま
す（この場合は、上記のDirect WR Modeは実施できません）。 
PCI Spec.で定義される Delayed WR 転送は、APIC21 ではサポートしていませんが、Adapter 
Controlレジスタ：PCI WR Completion Modeを選択することで、1データ単位にApplication側に
アクセスすることが可能になります。Application側にデータを書き込むまで、PCIアクセスに対し
Retry／Disconnect without Data終了を繰り返すことにより、WRデータを保証します。 
 
FIFOフル状態になると、PCIの転送に対し、Retry/Disconnect要求を発行します。 

 
■ WR FIFO：  8×32bit  Dual Port RAM （同時読み書き可能） 
■ 動作モード 

・ Posted WR Mode 
・ PCI Direct WR Mode 

 
 

 
データ処理 

Buffer Type Access Mode Address 
(From) 

Source Data Destination 

Direct RD PCI Direct RD (PDTR) PCI Application PCI 
Pre-fetch RD (PRFR) PCI Application RD FIFO RD FIFO 
Delayed RD (DLYR) PCI RD FIFO PCI 
Direct I/O Pre-read 
(IOPR) 

Adapter Application Direct I/O Direct I/O  

Interrupt RD (INTR) PCI Direct I/O PCI 
WR FIFO Posted WR (PSTW) PCI PCI WR FIFO -> APPL 

 
 
 

同時処理（●：処理可能） 
 PDTR PRFR DLYR IOPR INTR PSTW 

PDTR －      
PRFR  － ●  ● ● 
DLYR  ● － ●   
２IOPR   ● － ● ● 
INTR  ●  ● －  
PSTW  ●  ●  － 
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2-2-3. ステート制御 

内部レジスタの設定と内部状態により、ターゲット・アプリケーションへのアクセス優先順位を変更

可能することができます。 
 

Mode Description 
RDサイクル受付時、直ちにRetryを発行し、PrefetchデータをRD FIFOに
格納し、PCI側からの再アクセスを待つ 

PCI Read Mode 

Latency要求範囲内でRead Dataが読み出されるのを待つ 
Prefetchデータ領域上に有効データが格納された状態でPCIからWrite要求が
起こった場合にRetryを発行 

PCI Read No 
Write Mode 

Write要求を受付 
WR FIFOがフル状態時に直ちにRetry/Disconnect要求を発行 PCI Write Mode 
Latency要求範囲内でFIFOの空きを待つ 
WRデータに対するApplication側との同期をとる時に使用する。 Burst転送
時は、最初のデータ・フェーズWR後、Disconnectを発行。WRされたデータ
がApplication側に書き込まれるまで、その後の全てのPCIアクセスの受付禁
止(Retry) 

PCI Write 
Completion Mode 

引き続きデータの受付 
PCI側よりWRデータが転送された場合、現在起動中のPrefetch RDサイクル
を終了させ、WRサイクルを優先させる 
PCI側からのアクセスは受け付ける 

Application Write 
No Prefetch RD 

現在起動中のPrefetch RDサイクルが終了するまでWRサイクルは保留状態 
 

PCI Read Mode

PCI-Access

Local-Access

Retry
Direct
RD

Prefetch
RD

WR
Delayed
RD

PCI Write Mode

PCI-Access

Local-Access

DisconnectWR

Prefetch RD
Direct I/O RD

WR

WR

FIFO FULL

PCI Write Completion Mode

PCI-Access

Local-Access

RD

Prefetch RD

RDWR

Suspend WR

R/W Access
Retry

PCI Read No Write Mode

PCI-Access

Local-Access

WR
Retry

Prefetch
RD

WR
Delayed
RD

Application Write No Prefetch Mode

PCI-Access

Local-Access

WR

Prefetch
RD

R/W

Suspend WR
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2-3. Local Controlブロック 

2-3-1. Local Address Control 

Local Address の物理アドレスの生成は、Local アクセスの権利を得たリソース・アドレスを
Reference Address として Latch し、このアドレスを基準にデータ・フェーズ毎の有効バイト情報
(C/BE#)から、Local Bus幅の設定に応じたアドレス値を計算（0, +1, +2, +3）します。 
但し、Prefetch Enable状態でのMemory RD転送では、全バイト有効として処理が行われます。 
 
PCIから連続したアクセスがあった場合： 
・ Addressing ModeがLinear Increment Modeに設定してある場合、データ・フェーズ（4Byte
単位）毎にアドレス値を＋4づつCount Upし、Reference Addressを更新し対応します。 

・ I/Oアクセスにおいて固定アドレス・モードが指定されている場合、データ・フェーズの切り
替わり目でReference Addressを更新されることなく保持させます。 
 

Local加算器は8ビット構成になっているため、256Byteを超えるLocalアクセスが発生した場合は、
その時点で強制終了終了（Burst転送、Memory Prefetchサイクル）し、PCI側からの再アクセス
を待機します（Reference Address更新が必要）。 
 
・ Memoryサイクルの有効アドレス： TA[16:0] 
・ I/Oサイクルの有効アドレス： TA[7:0]（TA[16:8]は不定アドレス） 

 

2-3-2. Chip Select信号処理 

空間 CS信号  
Memory MEMCS# PCI Config Reg: Base Address Reg2で設定した128Kバイト

空間セレクト 
I/O IOCS#0-15 PCI Config Reg: Base Address Reg1で設定した256バイト空

間を最大 16 分割可能。アドレスデコードサイズはバイト単位
(Max: 256 Byte)に設定可能 

Expansion ROM ROMCS# PCI Config Reg: Expansion ROM Base Address Regで設定
した空間 

 
※ I/O Chip Select 信号：IOCS#0-15のタイミング制御を可能とし、それぞれ独立にAddress、

ReadまたはWR Strobeのタイミング選択可能。これにより、外部デコード回路等の外付け回
路が不用になる効果が期待できます。 

 
※ ターゲット・アドレスの上位8 bit(TA[16:9])と IOCS#[15:8]はマルチプレクスされており、 
レジスタの設定により4ビット単位に選択可能。 

 

2-3-3. ローカルバス制御 

 
・データ幅： 8/16ビットの設定可能 
・Localバスの優先順位： 

WR > Direct RD > Direct I/O Pre-RD > Memory Pre-fetch RD 
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・バスサイクル制御： 

－ タイミング制御： 
アクセス空間（Memory, I/O）、Read/Write転送毎にAddress Wait／Data Wait／ 
Hold Timeの設定が可能です。 
Application側から、IORDY信号をアサートすることで、Data Waitを挿入することが
できます。IORDY のサンプリング・タイミングは、レジスタ設定によって定義された
Data Waitに従うCommand終了点の1／2 BCLK（BCLK↓）で行います。 

  
－ Direct I/O Pre-RD時のハンドシェーク制御： 

Direct I/O Pre-RDサイクルが受け付けられたことを示す IORACK#信号は、Addressタ
イミングで出力されます。 
De-assertタイミングは、設定されたWAIT数／HOLD Timeに依存し、Chip Select信
号と同タイミングで行われます。 
シーケンシャルな IORREQ#信号が入力された場合、各サイクル毎に必ず 1BCLK 分の
リカバリ・タイムが挿入されます。 
 

- 15 - 



 

2-4. Peripheralブロック 

2-4-1. Interrupt Controller 

PCIは、割込みSharingを許可しています。 
APIC21では、マスク可能な4本の外部割込み及び3本の内部割込み要因をサポートします。 
割込みリソースからの要求を検知した場合、Local Configuration 空間にマッピンッグされた
Interrupt Flagレジスタの対応ビットに反映され、PCI割込み INTA#をActive状態にします。 
複数の割込み要求が同時に起こった場合、優先順位の最も高い要因のみFlagレジスタに反映され、
同ビットが割込みサービス・ルーチンにてクリア（Interrupt Clearレジスタの対応ビットをセット）
されるまで保持しつづけます。これらの制御により、割込み処理プログラムの簡略化を実現させます。 
 

2-4-1-1. 外部割込要求：IRQ[3:0] 
 

Polarity (Active-Low/High) / Type(Edge/Level) / Priorityの設定がそれぞれ可能です。 
 

・ Edge Mode： 
－ 最大2つの割込みイベントを保持 
－ 割り込みクリア信号を2 BCLK期間出力 
 

・ Level Mode： 2つの割込みクリアの方法をサポート。 
(1)  Interrupt Clearレジスタによる割込みクリア 

IRCxは、対応する IRQx信号のDe-assert状態検知後にリセット 
(2)  アプリケーション側の割込みリソースのクリア動作によるIRQxのDe-assert状態の検知
により自動的にFlagレジスタの対応ビットをクリア 

Level Modeの場合、Application側に割込みマスタが存在することが想定でき、こ
れにより、二重のクリア動作を回避します。 

 
2-4-1-2. 内部割込み 

 
・ RD CAHCE, WR FIFOにおける致命的問題が検出された場合に発生されます。また同状態に陥
った場合は、割り込みリソースのデータ領域を自動的にリセットすると伴に、PCI転送中の場合
は、“TARGET ABORT”を発行します。 

・ 設定されたDIOデータ領域のHalf／Fullポイントの状態により、Direct I/O Pre-RD Enable時
に割り込みが発生します。 

 

2-4-2. 汎用タイマ 

- 31ビット汎用タイマ 
- カウント周期： 0.48μS（PCI Clock-16分周） 
- 制御クロックはレジスタの設定により、PCI／外部クロック(TCLK)入力の選択が可能。 

TCLK選択時の最大入力周期は、33MHz 
 

Timer Countレジスタ：Timer Enableビット セット後、同レジスタに設定したカウント値
をダウンロードし、カウント開始。ボローを検出した場合、外部端子：TOUT#を 1ショット
アサート（タイマ・クロック1周期）し、そのステータスをAdapter Status／Recoveryレジ
スタのTimer Borrowビットに反映させます。また、Borrowの検出によってカウント値を再
ロードし、Timer EnableビットがDisable状態になるまでカウントを繰り返します。レジス
タに反映されたステータス・フラグは、ソフトウェアによりクリア・ビットがセットされるま

で保持します。 
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2-4-3. シリアルEEPROM Controlブロック 

シリアルEEPROM（電源投入時またはシステム・リセット時のAPIC21内蔵レジスタの初期化デー
タを登録）とのインターフェース制御を施します。 
PCIホスト側より、Local Configuration空間にマッピングされたEEPROM Controlレジスタにア
クセスすることで、シリアルEEPROMのRead/Writeが可能。 
 
１． 初期イニシャライズの実行 

電源投入時またはシステムリセット時にシリアル EEPROMよりデータを RDし内蔵レジス
タ(PCI Configuration Register / Local Configuration Register)に初期値を設定。 
初期イニシャライズ中は、PCIからのアクセス禁止（Retry応答）。 

 
２． 初期イニシャライズの中止 

シリアルEEPROMの最初のRDシーケンスにおいてダミービット（論理: 0）が検出されな
かった場合、またはVender IDに相当するデータがFFFFhを検出した場合、直ちに初期イニ
シャライズ・ルーチンを中止。この時、内蔵レジスタはReset値を保持。 

 
３． シリアルEEPROMのクロック 

PCIクロックの48分周（33MHz時：1.44μS）。 
 

４． シリアルEEPROMのアドレスサイズ自動認識 
最初のRDシーケンスにおけるダミービットのサンプリング・ポイントでシリアルEEPROM
のサイズを自動認識。 
（1K/2K/4Kビット-Serial EEPROMサポート） 

 
５． イニシャライズ・データの分割 

Serial EEPROMのデータ設定値によってイニシャライズ・サイクルを中断させることが可能。 
 
イニシャライズ・シーケンス 

(1)  PCI Configuration空間 
(2)  Local Configuration実空間 
(3)  Local Configuration仮想空間 
 

Serial EEPROM: Addr=0Ch Initialize Control Bit=1 を検出した場合は、Local 
Configuration実空間イニシャライズ後、サイクル終了し、Local Configuration仮想空間は
RESET値を保持。 

 
６． シリアルEEPROMのMASK 

外部端子のMASK#信号により、シリアルEEPROMのデータのリード／ライトを禁止可能。 
ただし、MASK#信号の状態に関わらず、初期イニシャライズは実行されます。 

 
７． シリアルEEPROMのデータサイズ 

シリアルEEPROMリード時のデータサイズは、16ビット幅固定。 
また、シーケンシャルリードは行われません。 

 
■ 使用可能シリアルEEPROM 

 
容量1Kbit又は2Kbitの3-wireシリアルEEPROM 93xxシリーズ(Microwire Bus Interface)
相当品 
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■ シリアルEEPROMデータフォーマット 
 

EEPROM 
Offset 

Register Description Note No Initialized 
Register Value 

00h  Vendor ID  136Ch 
01h  Device ID  0001h 

 Programming Interface Code (High Byte) 00h 02h 
 Revision ID (Low Byte) 00h 
(High)  Base Class Code   06h 03h 
(Low)   Sub Class Code  80h 

04h  Base Address Register1 I/O空間用ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
・ bit0:I/O ﾃﾞｺｰﾄﾞｲﾈｰﾌﾞﾙ 
・ bit1:NC 
・ bit7-bit2:ﾃﾞｺｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽｾﾚｸﾄ(A7-A2) 
・ bit15-bit8:NC 
 
 
 

F1h 

05h  Base Address Register2 ﾒﾓﾘ空間用ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
・ bit0:ﾒﾓﾘﾃﾞｺｰﾄﾞｲﾈｰﾌﾞﾙ 
・ bit2-bit1:ﾒﾓﾘﾌﾞﾛｯｸﾀｲﾌ  ゚
・ bit3:ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁｲﾈｰﾌﾞﾙ 
・ bit15-bit4:ﾃﾞｺｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽｾﾚｸﾄ 
          (A16-A5) 
 
 
 

0000h 

06h  Subsystem Vendor ID  0000h 
07h  Subsystem ID  0000h 
08h  ExpansionROM Base Address 拡張ROM用ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 

・ bit0:ROM ﾃﾞｺｰﾄﾞｲﾈｰﾌﾞﾙ 
・ bit1:NC 
・ bit7-bit2:ﾃﾞｺｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽｾﾚｸﾄ 
          (A16-A11) 
・ bit15-bit8:NC 
 
 
 

00h 

(High)  Interrupt Pin ｲﾝﾀﾗﾌﾟﾄPin ｾﾚｸﾄﾚｼﾞｽﾀ 
・ bit0:INTA#ﾗｲﾝｲﾈｰﾌﾞﾙ 
・ bit7-bit1:NC 

01h 09h 

(Low)  Adapter Control Register (Local Configuration Register Space) 38h 
0Ah LocalControlRegister Low Byte (Local Configuration Register Space) 0000h 
0Bh LocalControlRegisterHigh Byte (Local Configuration Register Space) B65Bh 

(High)  Initialize Control ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ 
・ bit0:ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ終了ﾌﾗｸ  ゙

“1”→ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ終了 
“0”→ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ続行 
   仮想空間ﾚｼﾞｽﾀのｲﾆｼｬﾗｲｽ  ゙

bit7-bit1:NC 

－ 0Ch 

(Low) Internal Interrupt Control (Local Configuration Register Space) 00h 
0Dh External Interrupt Control (Local Configuration Register Space) 0000h 
0Eh IOCS Enable Timing Low Byte 〃 0000h 
0Fh IOCS Enable Timing High Byte 〃 0000h 
10h IOCS0 Address Decode 〃 0000h 
11h IOCS1 Address Decode 〃 0000h 
12h IOCS2 Address Decode 〃 0000h 
13h IOCS3 Address Decode 〃 0000h 
14h IOCS4 Address Decode 〃 0000h 
15h IOCS5 Address Decode 〃 0000h 
16h IOCS6 Address Decode 〃 0000h 
17h IOCS7 Address Decode 〃 0000h 
18h IOCS8 Address Decode 〃 0000h 
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19h IOCS9 Address Decode 〃 0000h 
1Ah IOCS10 Address Decode 〃 0000h 
1Bh IOCS11 Address Decode 〃 0000h 
1Ch IOCS12 Address Decode 〃 0000h 
1Dh IOCS13 Address Decode 〃 0000h 
1Eh IOCS14 Address Decode 〃 0000h 
1Fh IOCS15 Address Decode 〃 0000h 
20h Multiplex Control 〃 00h 
21h RD FIFO Space Control 〃 0000h 
22h Timer Count Register: Low Byte 〃 0000h 
23h Timer Count Register: High Byte 〃 0000h 

 
※ No Initialized Register Value：シリアル EEPROM によるイニシャライズが行われなかったときの

Target Adapter内の各種レジスタの値を示します（Reset時の状態）。 
 

2-5. クロック制御 
PCIクロックをベースに各ブロック制御用のクロックを生成します。 
なお、汎用タイマ用の制御クロックは、レジスタの設定により PCI/外部クロックの選択可能としま
す。 

  
周期 PCI CK分周 対象 
60nS 2 Application(BCLK) 

0.48μS 16 Timer 
1.44μS 48 Serial EEPROM(EESK) 
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2-6. Local Configuration Register 
アダプタ・チップ固有の制御設定をローカル・コンフィグレーション空間(Base Address Reg0)で
行います。この空間へのアクセスは、PCI-ホスト側及び、シリアルEEPROMより可能です。アク
セス・データはR/W FIFOに格納されることなくPCIからの直接制御によって行われます。 

 
実空間レジスタ 

REGISTER Offset(HEX) 
Interrupt Clear Interrupt Flag Adapter Status Adapter Control 00h 

Local Control Register 04h 
Virtual Register Address 08h 

Virtual Register Data 0Ch 
 
Configuration Registerの実空間を16バイトに押え、52バイトの仮想空間を任意のアドレス空間
へのマッピングを可能とし、システムの便宜性を図ります。 
 
                                                         仮想空間 
 
                                  Address Pointer 
 
                                            Data 

Virtual Register Address 
 
 
 Virtual Register Data 

 
 
 
 
Virtual Register Addressに対象となるレジスタ・アドレスを設定し、Virtual Register Dataに
対するR／Wによって仮想空間の対象レジスタにアクセスします。 
 

仮想空間レジスタ 
REGISTER Offset(HEX) 

External Interrupt Control Internal 
Interrupt Cntr 

EEPROM Cntr 00h 

IOCS Timing Control 04h 
IOCS1 Address Decode IOCS0 Address Decode 08h 
IOCS3 Address Decode IOCS2 Address Decode 0Ch 
IOCS5 Address Decode IOCS4 Address Decode 10h 
IOCS7 Address Decode IOCS6 Address Decode 14h 
IOCS9 Address Decode IOCS8 Address Decode 18h 
IOCS11 Address Decode IOCS10 Address Decode 1Ch 
IOCS13 Address Decode IOCS12 Address Decode 20h 
IOCS15 Address Decode IOCS14 Address Decode 24h 

Adapter Revision Multiplex Cntr RD FIFO Space Cntr 28h 
Timer Count 2Ch 

Test Mode Debug Register 30h 
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◆ 実空間コンフィグレーション・レジスタ 
 
１． Adapter Control/Status Register: 

- 転送優先処理の設定 
- ソフトウェア・リセット 
- R/W FIFO Full/Empty, Timer Borrow 
- R/W FIFO Flush, Timer Clear 
 

２． Interrupt Flag Register: 
- 4本の外部割込、3本の内部割り込み要求をラッチ、ホスト側からの割り込みリソー
スの判別を簡略化。Interrupt Control Registerの割り込みクリアビットをセットす
る事によりリセットされます。 

 
３． Interrupt Clear Register: 

- 割り込みクリア 
 

４． Local Control Register: 
- ローカルバスの設定： バス幅(8/16) 
- Memory/IO空間R/Wストローブ信号毎のタイミング／WAIT制御 
- Memory Prefetch制御：(Enable/Disable, サイクル数) 
- Direct I/O Pre-read制御：(Enable/Disable, Target Register Address/Width) 
- Clock制御 
 

５． Virtual Register Address 
- 仮想空間領域レジスタのアドレス設定(Address[1:0]=00) 
 

６． Virtual Register Data 
- 仮想空間領域レジスタへのアクセス 
ホスト側からみて、同レジスタへR/Wすることでそのフェーズに対するByte Enable
信号を判別し、Virtual Register Addressに設定した対象レジスタとアクセスします。 

 
◆ 仮想空間コンフィグレーション・レジスタ 

 
１． EEPROM Control 

- EEPROMのR/W制御、ステータス 
 

２． Internal Interrupt Control 
- 割り込みマスク 
- アプリケーション割り込み要求のタイプ指定：エッジ／レベル・タイプ 
- 優先順位の設定 

 
３． External Interrupt Control 

- 割り込みマスク 
- アプリケーション割り込み要求のタイプ指定：エッジ／レベル・タイプ 
- 優先順位の設定 
- polarity制御(Active – Low/High) 
 

４． IOCS Timing Control 
- I/O Chip SelectのEnableタイミングの制御(Address/IOR#/IOW#) 
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５． IOCS0-15 Address Decode 

- IO Address / Address Decode Rangeの設定によりMax: 256 Byte / Min: 1Byte空間
の選択 

 
６． RD FIFO Space Control 

- RD FIFOデータ領域内のPrefetch Rd／Direct I/O Pre-RD用領域の区分 
 

７． Multiplex Control: 
- 8bit Multiplexバスの選択(TA16-8 / IOCS#15-8) 
 

８． Adapter Revision : 
- アダプターチップのRevision No. (00H 固定) 
 

９． Timer Count 
- Timer Enable 
- 32ビットタイマのカウント値を設定 
 

 
◆ Local Configurationレジスタ・アクセスのルール 

 
Local Configurationレジスタ空間は、システムのI/O空間にマッピングされており、各レジスタに
対するバイト単位でのアクセスが可能です。但し、下記のルールに基づきアクセスを行う必要があ

ります。 
 
・ 対象レジスタは、アドレスとByte Enableの論理により判別 
・ 選択されたバイトレイン（アドレス: 4 Byte上）のレジスタへのD-word/Word/Byteアクセス
可能 

・ I/Oバーストアクセスは、アドレス[1:0]=00bでかつByte Enable[3:0]=0000bの場合のみ可能 
Addressing Modeは、リニアMode（＋4インクリメント） 
 その他の場合は、シングル転送として処理（Disconnect終了） 

 
※ 仮想空間へのアクセスは、Virtual Register Addressに対象仮想レジスタのアドレス(Byte 

Lane)を設定し、Virtual Register Dataレジスタ アクセス時のByte Enable信号の論理によ
り、有効バイト先のレジスタにアクセスします。 
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3. バス・R/Wタイミング 
 

                  B1      B2      B3            B1     AW     B2      B3                   B1      B2     DW1    B3 
PCI CLK 
BCLK          
Address 
CS# 
BHEN# 
WR Data 
MWR/IOW# 
RD Data 
MRD/IOR#   < 60ns> 

                   Base Bus Timing                        TIMING-1               TIMING-2 
                                                      (Address Wait=1 / Hold = 1)                    (Data Wait =1 / HOLD = 0 ) 
 
                      B1     AW     B2      DW1   B3              B1      AW     B2     DW1     W      W      B3 

PCI CLK 
BCLK  
Address 
CS# 
BHEN# 
WR Data 
MWR/IOW# 
RD Data 
MRD/IOR# 
IORDY 

                                   TIMING-3      TIMING-4 
                           (AW=1 / DW=1 / HOLD = 0)                              (AW=1 / DW=1 / HOLD=1 / IORDY=2wait) 
 

MEMORY / IO Bus Cycle 
 
 
 
 

PCI CLK 
BCLK 
IORREQ# 
IORACK# 
Address              Invalid             DIO Address                                       DIO Address 
BHEN# 
+RD Data            Invalid 
IOR# 

(AW=1 / DW=1 / HOLD =0)                          (AW=1 / DW=1 / HOLD =1) 
 

Direct I/O Pre-RD Cycle 
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4. LOCAL CONFIGURATION REGISTER 
実空間レジスタ 

REGISTER Offset(HEX) 
Interrupt Clear Interrupt Flag Adapter Status Adapter Control 00h 

Local Control Register 04h 
Virtual Register Address 08h 

Virtual Register Data 0Ch 
 

仮想空間レジスタ 
REGISTER Offset(HEX) 

 External Interrupt Control Internal 
Interrupt Cntr 

EEPROM Cntr 00h 

IOCS Timing Control 04h 
IOCS1 Address Decode IOCS0 Address Decode 08h 
IOCS3 Address Decode IOCS2 Address Decode 0Ch 
IOCS5 Address Decode IOCS4 Address Decode 10h 
IOCS7 Address Decode IOCS6 Address Decode 14h 
IOCS9 Address Decode IOCS8 Address Decode 18h 
IOCS11 Address Decode IOCS10 Address Decode 1Ch 
IOCS13 Address Decode IOCS12 Address Decode 20h 
IOCS15 Address Decode IOCS14 Address Decode 24h 

Adapter Revision Multiplex Cntr RD FIFO Space Control 28h 
Timer Count 2Ch 

－ － 30h 

 

4-1. 実空間レジスタ： 16バイト空間 
● Adapter Control Register:     ADDR: 00H; 8bit 

Bit Description R/W Reset 
0 PCI Read Mode 

1:  RD ｻｲｸﾙ受付時直ちに Retry を発行し、ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ･ﾃﾞｰﾀを
RD FIFOに格納し、PCI側からの再ｱｸｾｽを待つ 

0:  ﾚｰﾃﾝｼ要求範囲内でﾘｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが読み出されるのを待つ 

R/W 0 

1 PCI Read No Write Mode 
1:  Prefetch ﾊﾞｯﾌｧ上に有効ﾃﾞｰﾀが格納された状態で PCIか
らﾗｲﾄ要求が起こった場合にRetryを発行 

0:  ﾗｲﾄ要求を受付 

R/W 0 

2 PCI Write Mode 
1:  WR FIFOがﾌﾙ状態時に直ちにDisconnect要求を発行 
0:  ﾚｰﾃﾝｼ要求範囲内でFIFOの空きを待つ 

R/W 0 

3 PCI WR Completion Mode 
1:  WR ﾃﾞｰﾀに対するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ側との同期をとる時に使用 
ﾊﾞｰｽﾄ転送時は、最初のﾃﾞｰﾀﾌｪｰｽﾞWR後、Disconnectを
発行。WRされたデータがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ側に引き取られるま
で、その後のPCI ｱｸｾｽの受付禁止(Retry) 

0:  引き続きWR ﾃﾞｰﾀの受付 

R/W 1 

4 Application Write No Prefetch RD 
1:  PCI 側より WR ﾃﾞｰﾀが転送された場合、現在起動中の

Memory ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁRD ｻｲｸﾙを終了させ、WR ｻｲｸﾙを優先さ
せる 

0:  現在起動中のﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ RD ｻｲｸﾙが終了するまでWR ｻｲｸﾙ
は保留状態 

R/W 1 

5 PCI Initial Latency Enable 
1:  PCI Initial Latency Rule (16 clock) Enable 
0: Disable 

R/W 1 

6 Data Parity Mode 
1:  Parity Error検出時、フレーム・データを無効処理 
0:  Parity Errorの有無に関係なくデータアクセスを実施 

R/W 0 
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7 Adapter Software Reset 

1:  Reset Enable 
0:  Reset Disable 

R/W 0 

※ Adapter Software Reset Command発行時の補足： 
・ Application Reset信号：TRESET#がアサート 
・ Command発行中のPCIアクセスは、Dead Lockを回避するため疑似的に受け付けら
れます。但し、PCI Config及びLocal Config空間へは正常アクセス可能です。 

 
● Adapter Status / Recovery Register:    ADDR: 01H; 8bit 
 

Bit Description R/W Reset 
0 Prefetch RD Buffer Full 

1:  Full 
0:  Space Available 

R 0 

1 Direct I/O RD Buffer Empty 
1:  Space Empty 
0:  Space Available 

R 0 

2 Direct I/O RD Buffer Full 
1:  Space Full 
0:  Space Available 

R 0 

3 WR FIFO Space Full 
1:  Full 
0:  Space Available 

R 0 

4 Detect Timer Borrow 
1:  ﾎﾞﾛｰ検出 
0:   

R 0 

5 RD FIFO Flush 
1:  RD FIFOリセット 

W 0 

6 WR FIFO Flush 
1:  WR FIFOリセット 

W 0 

7 Timer Status Clear 
1:  ﾀｲﾏｰｸﾘｱ（Detect Timer Borrow ﾋﾞｯﾄのｸﾘｱ） 

W 0 

 
● Interrupt Flag Register:     ADDR: 02H; 8bit 

 
PCI割り込みシェアリング機能時は、PCI割り込み要求(INTA#)によるサブルーチン時に、どの割り込
みリソースによるものなのかを判別する必要があります。その際、共有化している割り込みリソース全

てのフラグの内容をチェックする必要があるため、アダプター内部に割り込みフラグ・レジスタを備え

て処理を簡略化しています。ローカル側の割り込み信号：IRQ0-3#のイベントはビット0-3に反映され
ます。複数割り込み受付時は、その中で優先順位のもっとも高いビットのみセットされた形で読み出さ

れます。尚、Interrupt Clear Registerの対応するクリア・ビットがソフトウェアの処理によりセット
されるまでフラグを保持し、システムリセットとソフトウェア・リセットで初期化されます。 

 
Bit Description R/W Reset 
0 IRQ0 : 0:割り込み未検出／1:割り込み検出 R 0 
1 IRQ1 : 0:割り込み未検出／1:割り込み検出 R 0 
2 IRQ2 : 0:割り込み未検出／1:割り込み検出 R 0 
3 IRQ3 : 0:割り込み未検出／1:割り込み検出 R 0 
4 RD Buffer Error: 

0: RD Buffer 正常 
1: RD Buffer Fatal Error 

R 0 

5 WR FIFO Error: 
0: WR FIFO正常 
1: WR FIFO Fatal Error 

R 0 

6 Direct I/O Buffer Half／Full  0:割り込み未検出／1:割り込み検出 R 0 
7 Reserved  0 
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● Interrupt Clear Register:     ADDR: 03H; 8 bit 
 

ソフトウェアの処理により、ホスト側で受け付けられた割り込み要求信号をクリアするためのレジス

タです。アプリケーション側の同ビットに対応した外部割り込みクリア信号(IRC[3:0]#)はイネーブ
ル状態になります。 

 

Bit Description R/W Reset 
0 IRQ0 : 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
1 IRQ1 : 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
2 IRQ2 : 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
3 IRQ3 : 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
4 RD Buffer Error: 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
5 WR Buffer Error: 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
6 DIO割込み Clear: 1:割り込みｸﾘｱ W 0 
7 Reserved  0 

 
● Local Control Register:     ADDR: 04H; 32bit 
 

Bit Description R/W Reset 
1:0 Local Bus Width  

00 :  8 bit 
01 : 16 bit 
10-11: Reserved 

R/W 00 

2 Memory Prefetch Enable 
1 :  Enable 
0 :  Disable 

R/W 0 

5:3 Pre-fetch Count 
000 :   4 byte:ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ起動時のByte Enableが示すByte数 
001 :   8 byte 
010 :  12 byte 
011 :  16 byte 
100 :  20 byte 
101 :  24 byte 
110 :  28 byte 
111 :  32 byte 

(※ RD FIFO ｽﾍﾟｰｽがﾌﾙ状態になった時点でﾌﾟﾚﾌｪｯﾁ･ｻｲｸﾙを中断) 

R/W 000 

6 Direct I/O Read Enable 
0 : Disable 
1 : Enable 

R/W 0 

7 Direct I/O Register Size 
Direct I/O Readの対象となるﾚｼﾞｽﾀｻｲｽ  ゙
0 : 8 bit 
1 : 16 bit 

R/W 0 

15:8 I/O Address Register 
Direct I/O Readの対象となるﾚｼﾞｽﾀ･ｱﾄﾞﾚｽを設定 
偶数ｱﾄﾞﾚｽのみ 
Direct I/O Read Enable後の同ｱﾄﾞﾚｽ･ﾚｼﾞｽﾀへのｱｸｾｽは、ｱﾀﾞﾌﾟ
ﾀｰ内の格納領域と認識される 

R/W 00H 

16 Memory RD Address Wait 
7890- 

0 : No wait 
1 : 1 wait 

R/W 1 

18:17 Memory RD Data Wait  
00 : 0 wait 
01 : 1 wait 
10 : 2 wait 
11 : 3 wait 

R/W 01 

19 Memory WR Address Wait 
0 : No wait 
1 : 1 wait 

R/W 1 
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21:20 Memory WR Data Wait  

00 : 0 wait 
01 : 1 wait 
10 : 2 wait 
11 : 3 wait 

R/W 01 

22 Memory Address Hold Time :  
MEM-R/W ｽﾄﾛｰﾌﾞ信号からのｱﾄﾞﾚｽ/WR ﾃﾞｰﾀﾊﾞｽのHold Time 

0 :  0  
1 :  1 Clock 

R/W 1 

23 Timer Clock Control 
0: Clock IN (汎用タイマ用) 
1: PCI Clock Out 

R/W 0 

24 I/O Addressing Mode 
PCI側からのI/O ﾊﾞｰｽﾄ転送時のｱﾄﾞﾚｽ制御 
0 : 固定 
1 : ﾘﾆｱ･ｱﾄﾞﾚｽｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 
通常 AD[1:0]=00, BE=0000の場合のみ I/Oのﾊﾞｰｽﾄ転送を受
け付ける 
尚、Direct I/O RD ﾊﾞｯﾌｧ･ﾌﾙ状態時の割り込み操作による
Direct I/O ﾚｼﾞｽﾀへのRDは、同ﾊﾞｯﾌｧのﾃﾞｰﾀRDとして扱われ、
ﾊﾞｰｽﾄ転送を受け付ける 

R/W 0 

25 IO RD Address Wait 
0 : No wait 
1 : 1 wait 

R/W 1 

27:26 IO RD Data Wait  
00 : 0 wait 
01 : 1 wait 
10 : 2 wait 
11 : 3 wait 

R/W 01 

28 IO WR Address Wait 
0 : No wait 
1 : 1 wait 

R/W 1 

30:29 IO WR Data Wait  
00 : 0 wait 
01 : 1 wait 
10 : 2 wait 
11 : 3 wait 

R/W 01 

31 I/O Address Hold Time :  
I/O-R/W ｽﾄﾛｰﾌﾞ信号からのｱﾄﾞﾚｽ/WR ﾃﾞｰﾀﾊﾞｽのHold Time 

0 :  0 
1 :  1 Clock 

R/W 1 

 
● Virtual Register Address:     ADDR: 08H; 32bit 

52バイトの仮想空間にマッピングされたレジスタ・アドレスを設定します。 
※ アドレス下位 [1:0]=00固定 
 

● Virtual Register Data:     ADDR: 0CH; 32bit 
同レジスタへのR/WアクセスによりVirtual Register Addressに設定した仮想空間レジスタへ
アクセスします。そのデータ・フェーズ上のByte Enable信号の状態によりByte/Word/Dword
アクセスなのかを判断して適切なレジスタへアクセスする必要があります。 
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4-2. 仮想空間レジスタ： 52バイト空間 
● EEPROM Control Register:    Virtual ADDR: 00H; 8 bit 

Bit Description R/W Reset 
0 EESK（EEPROM Serial Clock） 

EEPROMへのシリアルクロック出力 
本ビットの内容がそのままEESK端子に出力 

R/W 0 

1 EECS（EEPROM Chip Select） 
EEPROMへのチップセレクト出力 
本ビットの内容がそのままEECS端子に出力 

R/W 0 

2 EEDI（EEPROM Serial Data Input） 
EEPROMへのシリアルデータ出力 
本ビットの内容がそのままEEDI端子に出力 

R/W 0 

3 EEDO（EEPROM Serial Data Output） 
EEPROMからのシリアルデータ入力 
EEDO端子の内容が本ビットに反映される 
EEDO端子は、プルアップ処理されているものとする 

R 1 

4 EEST（EEPROM Status） 
EEPROMの存在を示すステータスビット 

 “1”→ダミービット検出 
 “0”→ダミービット未検出 

R 0 

5 RELD（EEPROM Reload） 
EEPROMからイニシャライズデータを再ロード 

R/W 0 

6 EEFAULT 
初期イニシャライズ時にVender ID=FFFFhが検出された場合
にセット 

R 0 

7 Reserved   
 

● Internal Interrupt Control Register:    Virtual ADDR: 01H; 8 bit 
 

3本の内部割り込み要因に対しマスク設定可能です。 
Bit Function R/W Reset 
0 RD Buffer Fatal Error INT Enable 

0 : Masked 
1 : Enable 

R/W 0 

1 WR FIFO Fatal Error INT Enable 
0 : Masked 
1 : Enable 

R/W 0 

2 DIO Space Half / Full INT Enable 
0 : Masked 
1 : Enable 

R/W 0 

3 DIO Space INT Type: 
0 : Half割込み 
1 : Full割込み 

R/W 0 

7:4 Reserved  0 
 

● External Interrupt Control Register:    Virtual ADDR: 02H; 16 bit 
 
4本の外部割り込み要因に対し、ポラリティ／マスク／割り込みタイプ（レベル／エッジ）／プライ
オリティの設定が可能です。 
 
割り込み優先順位 内部エラー割り込み ＞ 外部割り込み 

尚、同一プライオリティの割り込み要求の競合状態が発生した場合： 
内部割り込み： RD BUFFERエラー ＞ WR FIFOエラー ＞ Direct I/O Space Full 
外部割り込み： IRQ0 ＞ IRQ1 ＞ IRQ2 ＞ IRQ3 
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Bit Function R/W Reset 
0 IRQ0:  Interrupt Enable Bit: 

0 : Masked 
1 : Enable  

R/W 0 

1 IRQ0:  Interrupt Type 
0 : Level 
1 : Edge 

R/W 0 

2 IRQ0:  Interrupt Priority 
0 : Low 
1 : High 

R/W 0 

3 IRQ0 Polarity 
0 : Active-Low 
1 : Active-High 

R/W 0 

4 IRQ1:  Interrupt Enable Bit: 
0 : Masked 
1 : Enable  

R/W 0 

5 IRQ1:  Interrupt Type 
0 : Level 
1 : Edge 

R/W 0 

6 IRQ1:  Interrupt Priority 
0 : Low 
1 : High 

R/W 0 

7 IRQ1 Polarity 
0 : Active-Low 
1 : Active-High 

R/W 0 

8 IRQ2:  Interrupt Enable Bit: 
0 : Masked 
1 : Enable  

R/W 0 

9 IRQ2:  Interrupt Type 
0 : Level 
1 : Edge 

R/W 0 

10 IRQ2:  Interrupt Priority 
0 : Low 
1 : High 

R/W 0 

11 IRQ2 Polarity 
0 : Active-Low 
1 : Active-High 

R/W 0 

12 IRQ3:  Interrupt Enable Bit: 
0 : Masked 
1 : Enable  

R/W 0 

13 IRQ3:  Interrupt Type 
0 : Level 
1 : Edge 

R/W 0 

14 IRQ3:  Interrupt Priority 
0 : Low 
1 : High 

R/W 0 

15 IRQ3 Polarity 
0 : Active-Low 
1 : Active-High 

R/W 0 

 
● I/O Chip Select Timing Control:    Virtual ADDR: 04h; 32bit 
 

I/O Chip Select信号：IOCS0-15#のEnable／Disable、タイミング設定 
Bit Function R/W Reset 
1:0 IOCS0# CS Enable Timing 

00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

3:2 IOCS1# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 
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5:4 IOCS2# CS Enable Timing 

00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

7:6 IOCS3# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

9:8 IOCS4# CS Enable Timing R/W 00 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

11:10 IOCS5# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

13:12 IOCS6# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

15:14 IOCS7# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

17:16 IOCS8# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

19:18 IOCS9# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

21:20 IOCS10# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

23:22 IOCS11# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

25:24 IOCS12# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

27:26 IOCS13# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

29:28 IOCS14# CS Enable Timing 
00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 
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31:30 IOCS15# CS Enable Timing 

00 :  CS Disable 
01 :  IOR# Timing 
10 :  IOW# Timing 
11 :  Address Timing 

R/W 00 

 
● IOCS Address Decode 0-15:    Virtual ADDR: 下記; 16 bit 
 

Register Offset Register Offset 
IOCS0 Addr Dec 08h IOCS1 Addr Dec 0Ah 
IOCS2 Addr Dec 0Ch IOCS3 Addr Dec 0Eh 
IOCS4 Addr Dec 10h IOCS5 Addr Dec 12h 
IOCS6 Addr Dec 14h IOCS7 Addr Dec 16h 
IOCS8 Addr Dec 18h IOCS9 Addr Dec 1Ah 
IOCS10 Addr Dec 1Ch IOCS11 Addr Dec 1Eh 
IOCS12 Addr Dec 20h IOCS13 Addr Dec 22h 
IOCS14 Addr Dec 24h IOCS15 Addr Dec 26h 

 
I/O空間をバイト単位に最大256byte空間まで細分化可能です。 
Base Addressビットに設定したI/Oアドレス値をAddress Decode Rangeビットに設定された空
間分をアドレスデコードし、一致した場合はそれに対応するIOCS信号をI/O Chip Select Control
レジスタに設定したタイミングでアサートさせます。 
 

Address Decode Range 
設定値 

Base Address 
ｱﾄﾞﾚｽ照合に使用されるﾋﾞｯﾄ 

I/O空間 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0  
1 1 1 1 1 1 1 1 ● ● ● ● ● ● ● ● １ 
1 1 1 1 1 1 1 0 ● ● ● ● ● ● ●  2 
1 1 1 1 1 1 0 0 ● ● ● ● ● ●   4 
1 1 1 1 1 0 0 0 ● ● ● ● ●    8 
1 1 1 1 0 0 0 0 ● ● ● ●     16 
1 1 1 0 0 0 0 0 ● ● ●      32 
1 1 0 0 0 0 0 0 ● ●       64 
1 0 0 0 0 0 0 0 ●        128 
0 0 0 0 0 0 0 0         256 

 
 

Bit Function R/W Reset 
7:0 Base Address bit R/W 00h 
15:8 Address Decode Range R/W 00h 

 
● RD FIFO Space Control:     Virtual ADDR: 28h; 16bit 
 

Direct I/O Pre-RDがEnable状態の場合にデータ格納領域をRD FIFO内に確保します。尚、RD 
FIFO領域（48 バイト）は、Prefetch用データ格納領域としても使用されるため、本レジスタに
より境界を設定し両領域を独立に制御することを可能にします。 
 
設定を有効にする場合は、必ずBit15：RD FIFO Master Enableビットをセットすること。 
これにより、必要データをRD FIFO管理用レジスタにロードします。 
 

RD FIFO領域： 48バイト 
・Direct I/O Pre-RD用 ：Min 4Byte － Max 32 Byte (Default: 0 byte) 
・PreFetch用 ：Min 16Byte － Max 48 Byte (Default: 48 byte) 
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Bit Function R/W Reset 

 Bit Prefetch Direct   
 7 6 5 4 3 2 1 0 Space 

(byte) 
I/O Space 

(byte) 
  

0 0 0 0 0 0 0 0 48 0 
0 0 0 0 0 0 0 1 44 4 
0 0 0 0 0 0 1 0 40 8  
0 0 0 0 0 1 0 0 36 12 
0 0 0 0 1 0 0 0 32 16 
0 0 0 1 0 0 0 0 28 20 
0 0 1 0 0 0 0 0 24 24 
0 1 0 0 0 0 0 0 20 28 

7:0 

1 0 0 0 0 0 0 0 16 32 

R/W 00h 

14:8 Reserved  0 
15 RD FIFO Master Enable (1: Enable / 0: Disable) R/W 0 

 
● Multiplex Control:     Virtual ADDR: 2AH; 8bit 

 
アドレス／IOチップセレクト信号(TA16-9 / IOCS15-8#)の選択 

Bit Function R/W Reset 
0 TA9 / IOCS8# 

0 : TA9  Select 
1 : IOCS8# Select 

R/W 0 

1 TA10 / IOCS9# 
0 : TA10  Select 
1 : IOCS9# Select 

R/W 0 

2 TA11 / IOCS10# 
0 : TA11  Select 
1 : IOCS10# Select 

R/W 0 

3 TA12 / IOCS11# 
0 : TA12  Select 
1 : IOCS11# Select 

R/W 0 

4 TA13 / IOCS12# 
0 : TA13  Select 
1 : IOCS12# Select 

R/W 0 

5 TA14 / IOCS13# 
0 : TA14  Select 
1 : IOCS13# Select 

R/W 0 

6 TA15 / IOCS14# 
0 : TA15  Select 
1 : IOCS14# Select 

R/W 0 

7 TA16 / IOCS15# 
0 : TA16  Select 
1 : IOCS15# Select 

R/W 0 

 
● Adapter Revision:      Virtual ADDR: 2Bh; 8bit 

 
アダプターチップのRevision Noを設定：Read Only（10H: 固定） 

 
● Timer Count Register:     Virtual ADDR: 2Ch; 32bit 
 
タイマカウント値を設定。Bit0：Timer Enableビットがセットされると、Timerカウント値を
ダウンロードし、カウントを開始します。 

Bit Function R/W Reset 
0 Timer Enable Bit 

1:  Enable 
0:  Disable 

R/W 0 

31:1 Timer Count R/W 0 
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5. Package  
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■ PCI Interface Pin Description: 
 

Pin 
Number 

Pin Name Pin Type 電気的特性 Note 

130 INTA# OUT(OC) PCI準拠 Level Sensitive PCI Interrupt (INTA#) 
131 RST# IN  PCI Reset 
132 CLK IN  PCI Clock(33 MHz) 
133 VSS GND   
134 AD31 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[31] 
135 AD30 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[30] 
136 AD29 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[29] 
137 AD28 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[28] 
138 AD27 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[27] 
139 AD26 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[26] 
140 AD25 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[25] 
141 AD24 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[24] 
142 CBE3# IN  Bus Command/Byte Enable Multiplex: Bus: C/BE[3] 
143 IDSEL IN  Initialization Device Select 
144 VDD PWR   
1 VSS GND   
2 AD23 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[23] 
3 AD22 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[22] 
4 AD21 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[21] 
5 AD20 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[20] 
6 AD19 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[19] 
7 AD18 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[18] 
8 AD17 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[17] 
9 AD16 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[16] 
10 VDD PWR   
11 VSS GND   
12 CBE2# IN  Bus Command/Byte Enable Multiplex: Bus: C/BE[2] 
13 FRAME# IN  PCI Cycle Frame: FRAME# 
14 IRDY# IN  PCI Initiator Ready: IRDY# 
15 TRDY# OUT(STS)  PCI Target Ready: TRDY# 
16 DEVSEL# OUT(STS)  Device Select: DEVSEL# 
17 STOP# OUT(STS)  Target Initiate Termination Request: STOP# 
18 LOCK# IN  PCI LOCK: LOCK# 
19 PERR# OUT(STS)  Parity Error: PERR# 
20 SERR# OUT(OC)  System Error: SERR# 
21 PAR I/O(TS)  Parity: PAR 
22 CBE1# IN  Bus Command/Byte Enable Multiplex: Bus: C/BE[1] 
23 VDD PWR   
24 VSS GND   
25 AD15 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[15] 
26 AD14 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[14] 
27 AD13 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[13] 
28 AD12 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[12] 
29 AD11 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[11] 
30 AD10 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[10] 
31 AD9 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[9] 
32 AD8 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[8] 
33 CBE0# IN  Bus Command/Byte Enable Multiplex: Bus: C/BE[0] 
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34 AD7 I/O(TS) PCI準拠 PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[7] 
35 AD6 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[6] 
36 VDD PWR   
37 VSS GND   
38 AD5 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[5] 
39 AD4 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[4] 
40 AD3 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[3] 
41 AD2 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[2] 
42 AD1 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[1] 
43 AD0 I/O(TS)  PCI Addr/Data Multiplex Bus: AD[0] 
44 VDD PWR   
45 VSS GND   

 
■ Serial EEPROM Interface Pin Description 
 

Pin 
Number 

Pin Name Pin Type 電気的特性 Note 

46 MASK# IN TTL入力／ 
50K Pull-up 

EEPROM Access Disable 

47 EEDO IN TTL入力／ 
50K Pull-up 

EEPROM Serial Data Input 

48 EEDI OUT 出力：±12mA EEPROM Serial Data Output 
49 EESK OUT 出力：±12mA EEPROM Serial Clock 
50 EECS OUT 出力：±12mA EEPROM Chip Select 

 
■ Target Interface Pin Description: 
 

Pin 
Number 

Pin Name Pin Type 電気的特性 Note 

51 TOUT# OUT 出力：±12mA Timer Out 
52 TCLK I/O TTL入力： 

50K Pull-up 
出力：±12mA 

Clock In/Out(PCI Clock/Application In) 

53 VDD PWR   
54 VSS GND   
55 IRC3# OUT 出力：±12mA Interrupt Clear 3 
56 IRC2# OUT 出力：±12mA Interrupt Clear 2 
57 IRC1# OUT 出力：±12mA Interrupt Clear 1 
58 IRC0# OUT 出力：±12mA Interrupt Clear 0 
59 IRQ3 IN TTL入力： 

50K Pull-up 
Interrupt Request 3 

60 IRQ2 IN TTL入力： 
50K Pull-up 

Interrupt Request 2 

61 IRQ1 IN TTL入力： 
50K Pull-up 

Interrupt Request 1 

62 IRQ0 IN TTL入力： 
50K Pull-up 

Interrupt Request 0 

63 VDD PWR   
64 VSS GND   
65 TRESET# OUT 出力：±12mA Application Reset 
66 IORACK# OUT 出力：±12mA Direct I/O Pre-RD Acknowledge 
67 IORREQ# IN TTL入力： 

50K Pull-up 
Direct I/O Pre-RD Request 

68 IORDY IN TTL入力： 
50K Pull-up 

Application Ready 

69 IOW# OUT 出力：±12mA I/O WR Strobe 
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70 IOR# OUT 出力：±12mA I/O RD Strobe 
71 BCLK OUT 出力：±12mA Application Clock (2PCI Clock) 
72 VDD PWR   
73 VSS GND   
74 MWR# OUT 出力：±12mA Memory WR Strobe 
75 MRD# OUT 出力：±12mA Memory RD Strobe 
76 ROMCS# OUT 出力：±12mA Expansion ROM Chip Select 
77 MEMCS# OUT 出力：±12mA Memory Chip Select 
78 TD15 I/O(TS) TTL ｼｭﾐｯﾄ入力： 

50K Pull-up 
出力：+24mA(IOL) 
/-12mA(IOH) 

Target Application Data Bus[15] 

79 TD14 I/O(TS)  Target Application Data Bus[14] 
80 TD13 I/O(TS)  Target Application Data Bus[13] 
81 TD12 I/O(TS)  Target Application Data Bus[12] 
82 TD11 I/O(TS)  Target Application Data Bus[11] 
83 TD10 I/O(TS)  Target Application Data Bus[10] 
84 VDD PWR   
85 VSS GND   
86 TD9 I/O(TS)  Target Application Data Bus[9] 
87 TD8 I/O(TS)  Target Application Data Bus[8] 
88 TD7 I/O(TS)  Target Application Data Bus[7] 
89 TD6 I/O(TS)  Target Application Data Bus[6] 
90 TD5 I/O(TS)  Target Application Data Bus[5] 
91 TD4 I/O(TS)  Target Application Data Bus[4] 
92 TD3 I/O(TS)  Target Application Data Bus[3] 
93 TD2 I/O(TS)  Target Application Data Bus[2] 
94 TD1 I/O(TS)  Target Application Data Bus[1] 
95 TD0 I/O(TS)  Target Application Data Bus[0] 
96 VDD PWR   
97 VSS GND   
98 BHE# OUT 出力：±12mA Byte High Enable For Application Data Bus 
99 TA0 OUT  Target Application Address Bus[0] 
100 TA1 OUT  Target Application Address Bus[1] 
101 TA2 OUT  Target Application Address Bus[2] 
102 TA3 OUT  Target Application Address Bus[3] 
103 TA4 OUT  Target Application Address Bus[4] 
104 TA5 OUT  Target Application Address Bus[5] 
105 TA6 OUT  Target Application Address Bus[6] 
106 TA7 OUT  Target Application Address Bus[7] 
107 TA8 OUT  Target Application Address Bus[8] 
108 VDD PWR   
109 VSS GND   
110 TA9 / IOCS8# OUT 出力：±12mA Target Addr[9] / IO Chip Select[8] Multiplex 
111 TA10 / IOCS9# OUT  Target Addr[10] / IO Chip Select[9] Multiplex Bus 
112 TA11 / IOCS10# OUT  Target Addr[11] / IO Chip Select[10] Multiplex Bus 
113 TA12 / IOCS11# OUT 出力：±12mA Target Addr[12] / IO Chip Select[11] Multiplex Bus 
114 TA13 / IOCS12# OUT  Target Addr[13] / IO Chip Select[12] Multiplex Bus 
115 TA14 / IOCS13# OUT  Target Addr[14] / IO Chip Select[13] Multiplex Bus 
116 TA15 / IOCS14# OUT  Target Addr[15] / IO Chip Select[14] Multiplex Bus 
117 TA16 / IOCS15# OUT  Target Addr[16] / IO Chip Select[15] Multiplex Bus 
118 VDD PWR   
119 VSS GND   
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120 IOCS7# OUT 出力：±12mA I/O Chip Select[7] 
121 IOCS6# OUT  I/O Chip Select[6] 
122 IOCS5# OUT  I/O Chip Select[5] 
123 IOCS4# OUT  I/O Chip Select[4] 
124 IOCS3# OUT  I/O Chip Select[3] 
125 IOCS2# OUT  I/O Chip Select[2] 
126 IOCS1# OUT  I/O Chip Select[1] 
127 IOCS0# OUT  I/O Chip Select[0] 
128 VDD PWR   
129 VSS GND   

 
Pin Type： ・I/O Input／Output Pin 

・IN Input Only Pin 
・OUT Output Only Pin 
・TS Tri-State Pin 
・OC Open Collector Pin 
・STS Sustained Tri-State Pin 
・PWR Plus Power Pin 
・GND Minus Power Pin 
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6. 用語説明 
 

・シーケンシャルリード機能 
シリアルEEPROMのData Read方法の一つ。 
最初のCommandブロックでAddress指定するだけで、複数のRegister DataをClock
数分、順次読み出されます。 

 
・Addressingモード 

Memory Burst転送時、CommandフェーズのAD[1:0]の値で指定されるモード。 
 AD[1:0]=00：リニアモード 
 AD[1:0]=01：未使用（以前は、キャッシュライントグルモード） 
 AD[1:0]=10：キャッシュラインラップモード 
 AD[1:0]=11：未使用 
I/O Burstについては、AD[1:0]はAddressとして取り扱われ、Addressingモードはリ
ニアモードが定義されています。 

 
・Combine 

プロセッサによる、連続する複数のMemory WriteサイクルをHOST－PCIブリッジ
でバッファし、単一のBurstサイクルに置き換える動作のこと。 
4Byteを超えた（Writeされない空間）アクセスも含めてCombineされます。この場
合、同Address空間は無効Byteレーン(C/BEx#=”H”)で処理されます。 

 
・Delayed RD 

PCIアクセスを一端Retry／Disconnectで終了し、Local Prefetchによって確保され
たDataを再アクセスによって読み出す動作をいいます。 

 
・Direct RD 

PCI Busサイクル中にLocalのBusサイクルが起動している状態。 
 
・Disconnect With Data 

Burst転送時に、Data転送を伴うサイクルの終了状態。 
 
・Disconnect WithOut Data 

Burst転送時に、Data転送を伴わないサイクルの終了状態。 
 
・Dual_Port Memory 

独立した2つのAddress／Data／Control Busを持つ、同時アクセス可能なMemory。 
 
・Expansion_ROM 

ユーザ固有のBIOS ROM。 
ROMのコードは、POSTによってPCのRAMにコピーされてから実行となります。 

 
・Master Initiated Termination 

Master DeviceによるBusサイクルの終了。 
Completion 
Master Latency TimeOut 
Master Abort 

 
・Memory Read Line(MRL) 

キャッシュ1ライン分のメモリを読み出すときに使用するコマンド。 
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・Memory Read Multiple(MRM) 

キャッシュ複数ライン分のメモリを読み出すときに使用するコマンド。 
 
・Memory Write and Invalidate(MWI) 

1 つまたは複数のキャッシュライン全てを単一 Burst 転送で書き込むときに使用する
コマンド（ライトバック動作不要）。 

 
・Merging 

プロセッサによるメモリ書き込みで、4Byte境界内のことなる複数Byteレーンアクセ
スをHOST－PCIブリッジで１つのBusサイクルにまとめること。 

 
・Parity 

PCIには、Address ParityとData Parityがあります。 
Address Parityは、CommandフェーズのEven Parityを生成します。このとき、Parity 
Errorが発生した場合、APIC21はTarget Abort処理を行います。 
Data Parityは、DataフェーズのEven Parityを生成します。このとき、Parity Error
が発生した場合の処理は、アプリケーションまたはシステムに任されます。 

 
・PCI Bus占有率 

Targetが占めるPCIのBusサイクル継続率。 
Multi Bus Masterシステムでは、Targetが多くのPCI Busを占有すると全体のパフ
ォーマンスが劣化します。 

 
・Posted WR 

Local Busサイクルの終了を待たずにDataをBufferに格納し、PCI Busサイクルを
終了させること。 

 
・Target Initiated Termination 

Target DeviceによるBusサイクルの終了。 
Retry 
Disconnect 
Target Abort 

 
・Target Latency 

Initial LatencyとSubsequent Latencyがあります。 
Initial Latency ：初期PCIサイクルに適用される16クロックルール。 
Subsequent Latency ：Burstアクセス時の 2nd以降のサイクルに適用される 8ク

ロックルール。 
TargetはLatency範囲内でBusサイクルを終了しなければなりません。 
「PCI 2.0 Spec」では推奨でしたが、「PCI 2.1 Spec」では必須条件となっています。 
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7. 電気的特性 
 ● 絶対最大定格（VSS=0V） 
 

項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VDD -0.3～+6.0 V 

入力電圧 VI -0.3～VDD+0.5 V 

出力電圧 VO -0.3～VDD+0.5 V 
出力電流／Pin IOUT ±25(±50 *1) mA 

保存温度 Tstg -60～+150 ℃ 
はんだ付け温度 

(10秒) 
(赤外線リフロー) 

Tsol 245 ℃ 

*1：出力Type 24mA Bufferに適用。 
 

 ● 推奨動作条件（VSS=0V） 
 

項目 記号 Min Typ Max 単位 
電源電圧 VDD +4.50 +5.0 +5.50 V 
入力電圧 VI VSS － VDD V 

動作温度 Topr -40 +25 +85 ℃ 
入力立ち上がり時間 

(通常入力端子) 
tri － － 50 ns 

入力立ち下がり時間 
(通常入力端子) 

tfi － － 50 ns 

入力立ち上がり時間 
(ｼｭﾐｯﾄ入力端子) 

tri － － 5 ms 

入力立ち下がり時間 
(ｼｭﾐｯﾄ入力端子) 

tfi － － 5 ms 

 
 ● Local Bus DC特性（VDD=5V／VSS=0V／Ta=-40～+85℃） 
 

項目 記号 条件 Min Typ Max 単位

動的消費電流 IDD PCI Read/Write ｱｸｾｽ *1 － 160 370 mA 
高レベル出力電圧 VOH IOH=－12mA VDD-0.4 － － V 

出力Type：IOL=－12mA － － 0.4 V 低レベル出力電圧 VOL 
出力Type：IOL=－24mA － － 0.4 V 

高レベル入力電圧 VIH TTLレベル(VDD=Max) 2.0 － － V 
低レベル入力電圧 VIL TTLレベル(VDD=Min) － － 0.8 V 
高レベル入力電圧 VT+ TTLシュミット － － 2.4 V 
低レベル入力電圧 VT- TTLシュミット 0.6 － － V 
ヒステリシス電圧 VH TTLシュミット 0.1 － － V 
プルアップ抵抗 RPU VI=0V 25 50 100 KΩ 
入力端子容量 CI f=1MHz(VDD=0V) － － 12 pF 
出力端子容量 CO f=1MHz(VDD=0V) － － 12 pF 
入出力端子容量 CIO f=1MHz(VDD=0V) － － 12 pF 

*1：Local Bus無負荷状態。 
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● Local Bus AC特性 

 
    Output Delay：           (PCI CLK33MHz) 

                                            30 ns 

TCLK 
 
                                                            60 ns 

                                              CskewH                                                      CskewL 
BCLK 
 
                                 T0-MCS                                       T1-MCS 

MEMCS# 
 
                                 T0-RCS                                       T1-RCS 

ROMCS# 
 
                                 T0-ICS                                        T0-ICS 

IOCSx# 
 
                                    TA-val 

TA 
 
                                                       TD-on                  TD-off 

TD (WR) 
 
                                 T0-BHE                                       T1-BHE 

BHE# 
 
                                 T0-MWR                                      T1-MWR 

MWR# 
 
                                 T0-MRD                                       T1-MRD 

MRD# 
    
                                 T0-IRD                                        T1-IRD 

IOR# 
 
                                 T0-IWR                                       T1-IWR 

IOW# 
 
                                 T0-ACK                                       T1-ACK 

IORACK# 
 
計測条件： Output Load = 50 pF    TYP:  5V / 25℃、 MAX: 4.5V / 85℃ 

 
Symbol Parameter TYP MAX Symbol Parameter TYP MAX
CskewH Clock Skew between TCLK to 

positive BCLK 
1.5 
(ns) 

2.5 
(ns) 

CskewL Clock Skew between TCLK to 
negative BCLK 

2.0 
(ns) 

3.0 
(ns) 

T0-MCS CLK to MEMCS# Assertion Delay 2.5 6.5 T1-MCS CLK to MEMCS# De-assertion Delay 2.0 5.0 

T0-RCS CLK to ROMCS# Assertion Delay 2.5 6.5 T1-RCS CLK to ROMCS# De-assertion Delay 2.0 5.0 

T0-ICS CLK to IOCSx# Assertion Delay 2.5 6.0 T1-ICS CLK to IOCSx# De-assertion Delay 2.0 5.5 

T0-BHE CLK to BHE# Assertion Delay 2.0 6.0 T1-BHE CLK to BHE# De-assertion Delay 1.5 5.0 
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T0-MRD CLK to MRD# Assertion Delay 2.0 5.0 T1-MRD CLK to MRD# De-assertion Delay 1.5 4.0 

T0-MWR CLK to MWR# Assertion Delay 2.0 5.0 T1-MWR CLK to MWR# De-assertion Delay 1.5 4.0 

T0-IRD CLK to IOR# Assertion Delay 2.0 5.0 T1-IRD CLK to IOR# De-assertion Delay 1.5 4.0 

T0-IWR CLK to IOW# Assertion Delay 2.0 5.0 T1-IWR CLK to IOW# De-assertion Delay 1.5 4.0 

T0-ACK CLK to IORDACK# Assertion Delay 2.5 6.0 T1-ACK CLK to IORDACK# De-assertion 
Delay 

2.0 5.5 

TA-val TA Valid Delay 2.0 6.0     
TD-on TD: Float to Active Delay 2.5 7.0 TD-off TD: Active to Float Delay 7.5 15.0 

 
 

    Timer Borrow： 
                                                     16 Clocks 
 

TCLK(IN)                                          ・・・ 
 
                                                 T0-TOUT                                   T1-TOUT 

 
TOUT # 
 
Operation Condition(Load 50 pF):  TYP:  5V / 25℃、 MAX: 4.5V / 85℃ 
 

Symbol Parameter TYP: ns MAX: ns 
T0-TOUT TCLK to TOUT# Assertion Delay 7.0 13.0 
T1-TOUT TCLK to TOUT# De-Assertion Delay 6.0 12.0 

 
 

   Interrupt Clear： 
 

PCI_CLK 
 
                                                                                       IRQx-st 

 
IRQx(Type:Level) 
 
                                    T0-IRCx#                                                T1-IRCx# 
 
IRCx# 
 
Operation Condition(Load 50pF):  TYP:  5V / 25℃、 MAX: 4.5V / 85℃ 
 

Symbol Parameter TYP: ns MAX: ns 
IRQx-st Input Setup Time to PCI_CLK – IRQx 0 0 

T0-IRCx# TCLK to IRCx# Assertion Delay 7.0 13.0 
T1-IRCx# TCLK to IRCx# De-Assertion Delay 6.5 12.0 
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    Input Setup： 

 
 
 

BCLK 
 
                                                                               TD-st 

 
TD （RD） 
 
 
 
R/W Strobe 
(MRD#/MWR#/IOR#/IOW#) 
                                                   DW=0 wait 

                                                      RDY-st 

IORDY 
 
                                                         IORDY Minimum Pulse Width = 60 ns 

                                                                              (PCI CLK33MHz) 

                                                                              (1BCLK) 

 
TCLK 
 
                                         TCLK Input Cycle=Max33MHz 

 
 
Operation Condition:  TYP:  5V / 25℃、 MAX: 4.5V / 85℃ 
 

Symbol Parameter TYP: ns MAX: ns 
RDY-st Input Setup Time to BCLK - IORDY 6.5 11.5 
TD-st Input Setup Time to BCLK – TD (Data Bus) 5.5 9.0 
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8. 使用上の注意事項 

■ IOCS Address Decode 0-15の設定方法 

IOCSx#信号は、Virtual ADDR「08h-26h」の Address Decode Rangeおよび Base Address 
Registerにより出力範囲を設定可能です。 
IOCS Address Decode の設定には、PCI Configuration Register の Base Address 
Register1(BAR1)で設定されているアドレス範囲を考慮する必要があります。 
BAR1で設定された範囲にPCIからの I/Oアクセスがあると、APIC21内部のマスタデコード信
号がアクティブとなります。このマスタデコード信号が、IOCSのデコード回路に入力されます。 
IOCSのデコード回路では、BAR1のデコード範囲内アドレス（下位アドレス）が比較対象とな
ります。 
マスタデコード信号と IOCSデコード信号の論理積がとられ IOCSx#信号が生成されます。 
以下に設定方法の例を上げ説明します。 
 
例1 ： BAR1デコード範囲＝256Byteの場合 
・設定可能な IOCSデコード範囲表 
Address Decode Range 

設定値 
Base Address 

ｱﾄﾞﾚｽ照合に使用されるﾋﾞｯﾄ 
I/O空間 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0  
1 1 1 1 1 1 1 1 ● ● ● ● ● ● ● ● １ 
1 1 1 1 1 1 1 0 ● ● ● ● ● ● ●  2 
1 1 1 1 1 1 0 0 ● ● ● ● ● ●   4 
1 1 1 1 1 0 0 0 ● ● ● ● ●    8 
1 1 1 1 0 0 0 0 ● ● ● ●     16 
1 1 1 0 0 0 0 0 ● ● ●      32 
1 1 0 0 0 0 0 0 ● ●       64 
1 0 0 0 0 0 0 0 ●        128 
0 0 0 0 0 0 0 0         256 

 
この場合256Byte範囲内で IOCSx#信号の出力範囲を指定可能です。 
Address Decode Range「bit7-bit0」は、PCI Address「A7-A0」に対応し、“1”を設定
されたBitが比較対象となります。 
Base Address「bit7-bit0」は、PCI Address「A7-A0」との比較アドレス値を設定します。 
下表は、IOCS0#-IOCS3#の16Byte範囲出力設定方法です。 

BAR1 Virtual 
ADDR 

Address Decode  
Range 

Base Address IOCSx#出力範囲 

00008000h 08h F0h 00h IOCS0#=8000h-800Fh 
00008000h 0Ah F0h 10h IOCS1#=8010h-801Fh 
00008000h 0Ch F0h 20h IOCS2#=8020h-802Fh 
00008000h 0Eh F0h 30h IOCS3#=8030h-803Fh 
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例2 ： BAR1デコード範囲＝32Byteの場合 
・設定可能な IOCSデコード範囲表 
Address Decode Range 

設定値 
Base Address 

ｱﾄﾞﾚｽ照合に使用されるﾋﾞｯﾄ 
I/O空間 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0  
0 0 0 1 1 1 1 1    ● ● ● ● ● １ 
0 0 0 1 1 1 1 0    ● ● ● ●  2 
0 0 0 1 1 1 0 0    ● ● ●   4 
0 0 0 1 1 0 0 0    ● ●    8 
0 0 0 1 0 0 0 0    ●     16 
0 0 0 0 0 0 0 0         32 

 
この場合32Byte範囲内で IOCSx#信号の出力範囲を指定可能です。 
Address Decode Range「bit4-bit0」は、PCI Address「A4-A0」に対応し、“1”を設定
されたBitが比較対象となります（bit7-bit5は比較対象外のアドレスのため必ず“0”を設
定してください）。 
Base Address「bit4-bit0」は、PCI Address「A4-A0」との比較アドレス値を設定します。 
下表は、IOCS0#-IOCS3#の8Byte範囲出力設定方法です。 

BAR1 Virtual 
ADDR 

Address Decode  
Range 

Base Address IOCSx#出力範囲 

00008000h 08h 18h 00h IOCS0#=8000h-8007h 
00008000h 0Ah 18h 08h IOCS1#=8008h-800Fh 
00008000h 0Ch 18h 10h IOCS2#=8010h-8017h 
00008000h 0Eh 18h 18h IOCS3#=8018h-801Fh 
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■ Adapter Control Registerの設定方法 

Adapter Control Registerは、PCIおよびLocal BusのStateコントロールを行います。 
本 Register の設定によっては、システムパフォーマンスの劣化を招く場合があるため、Target
の目的とする動作を十分に検討し、適切な設定を行う必要があります。 
 

Bit Description 
0 PCI Read Mode：Set”1” 

PCIからのRead要求は直ちにRetry処理されます。 
Local Busは、Retry処理されているRead要求を起動しAdapter内のRD FIFOに格納しま
す。 
RD FIFOに要求Dataがすべてととのった時点で、PCI からのDelayed Readを受け付けま
す。 
PCI2.1 Spec準拠で本Adapterを使用する場合は、｢PCI Read Mode｣と｢PCI Initial Latency 
Enable｣(Bit5)を有効設定としてください。 
また、PCI Configuration RegisterのBase Address Register 2(BAR2)「Bit3」でPrefetch 
Enableとしているときは、必ず本Bitを有効設定としてください。 

1 PCI Read No Write Mode：Set”1” 
RD FIFO内に有効Prefetchデータが格納された状態でPCIからWrite要求があるとRetry
処理が行われます。 
本Adapterに対する複数マスタデバイスからのアクセスの同期化を目的としています。 
Prefetchデータ数よりPCI要求データ数が少ないとき、Retry処理が続きデッドロック状態
となる可能性があるので注意してください。 

2 PCI Write Mode：Set”1” 
WR FIFOがフル状態のときにPCIアクセスがあると直ちにRetry／Disconnect処理が行わ
れます。 
PCI2.1 Spec 準拠で本 Adapter を使用する場合は、｢PCI Write Mode｣と｢PCI Initial 
Latency Enable｣(Bit5)を有効設定としてください。 

3 PCI WR Completion Mode：Set”1” 
1データフェーズ分のPCI Write要求ごとにアプリケーション回路との同期がとられます 
（Burst転送要求に対しては、1データフェーズごとにDisconnect処理が行われます）。 
Local BusのWrite動作が終了までPCIからのアクセスはRetry処理が行われます。 
連続するPCI Write要求に対し、Local Write動作は最小8PCI CLK分のリカバリタイムが
得られます。 
本Bitを有効設定で使用するときは、「PCI Write Mode」(Bit2)と「Data Parity Mode」(Bit6)
を必ず有効設定としてください。 

4 Application Write No Prefetch RD：Set”1” 
PCIからWrite要求があると、起動中のLocal Memory Prefetch動作を強制終了し、Local 
Write動作が行われます。 

5 PCI Initial Latency Enable：Set”1” 
PCI2.1 Spec準拠の動作。 
Initial Latency 16クロックルールで動作します。 

6 Data Parity Mode：Set”1” 
PCIからのWriteデータにParity Errorがあったとき、そのデータフレームの無効処理が行
われます（Local BusのWrite動作は行われません）。 
ただし、Parity Errorの通知処理は使用するシステム環境(OS)に依存します。 
本Bitを有効設定で使用するときは、「PCI Write Mode」(Bit2)を必ず有効設定としてくだ
さい。 

7 Adapter Software Reset：Set”1” 
TRESET#信号をアサートし、アプリケーション回路のリセットが行われます。 
本Bitに”0”がセットされるまでリセット状態が続きます。 
また、リセット期間中のLocalアクセスは疑似的に受付られますがLocal Busは起動しませ
ん。 
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■ Direct I/O PreRD(DIO)動作 

● フラグチェックによる読み出し 
DIO Bufferは、リングバッファ構成となっています。 
Adapter Status／Recovery Register の｢Direct I/O RD Buffer Empty｣と｢Direct I/O RD 
Buffer Full｣フラグはつねに格納データ数に追従し反映されます。 
Buffer Emptyとなるまでフラグチェックによる読み出しが可能です。 
なお、HalfまたはFullで示されるデータ数以上の読み出しは行わないでください。 
Empty状態でのDIO空間へのアクセスはすべてLocal Busに対し行われます。これにより、
PCI側のReadデータ数とLocal側のReadデータ数の不一致が発生する場合があります。 
 

● PCI INT RD Modeによる読み出し 
DIO BufferのHalfまたはFullで割り込みを発生させることが可能です。 
ただし、このときのHalf／FullポイントはAdapter Status Registerの追従型フラグとはこと
なり、固定ポイントで割り込みが発生します。 
なお、HalfまたはFullで示されるデータ数以上の読み出しは行わないでください。 
Empty状態でのDIO空間へのアクセスはすべてLocal Busに対し行われます。これにより、
PCI側のReadデータ数とLocal側のReadデータ数の不一致が発生する場合があります。 
 

［例］DIO Space＝12Byte 
     DIO Buffer 

1st 2nd 3rd 4th

5th 6th   

   Byte Lane 

   12  

 

         Column Pointer     Half Point  Full Point 
  Half Point＝6 
  Full Point＝12 

このとき、Adapter Status RegisterのBuffer Emptyフラグチェックによる読み出しが追従状態
であっても、固定ポイントであるHalf／Fullの点に達すると割り込みが発生します。 
追従型フラグによる割り込みでは、PCI転送における 1データフェーズごとに割り込み発生の可
能性がありパフォーマンス劣化につながります。 
本Adapterでは、固定ポイントとすることで転送効率を高めています。 

 
● 制約事項 
１．PCIの各ReadフェーズごとにData Bus幅の可変アクセスを行わないでください。 

例：Word → Byte → Word → ．．．etc 
２．Local Control Registerの「Direct I/O Register Size Bit」は、同Registerの「Local Bus  
  Width Bit」で8Bit Bus指定されているときは、16Bit設定に出来ません。 
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■ 割り込み制御動作 

● エッジモード 
IRQx信号の最小パルス幅は、「1BCLK」以上としてください。 
IRCx#信号(割り込みクリア)は、受付られた割り込み要因に対してのみ 2BCLK分出力され
ます。 

 
● レベルモード 

各 IRQx信号の状態がそのままPCIの INTA#ラインに出力されます（論理和接続）。 
ただし、本Adapter内部でPriority制御されているため実際は同期化回路構成となっていま
す。 
割り込みクリアには 2 つの方法があります。1 つは、本 Adapter 内部の Interrupt Clear 
Registerで割り込みクリアを行います。このとき、IRCx#信号がアサートします。 
もう1つは、アプリケーション回路上でクリアしIRQx信号をディアサートとする方法です。
これらは、2重のクリア動作を回避する目的で同構成となっています。 
IRCx#の動作 
・IRQx信号がディアサートの状態： 
すでに IRQx信号はディアサートのため、IRCx#信号は出力されません。 

・IRQx信号がアサートの状態： 
IRQx信号がディアサートになるまで、IRCx#信号を出力します。 
このとき、IRCx#信号出力中は、PCIの INTA#ラインはマスク状態（ディアサート）
となります。 

 

■ Adapter リセット動作 

● Adapter Software Reset 
Adapter Software Resetは、EnableにするとTRESET#信号を出力し、本Adapter内部の
Status Bitをクリアします。Reset動作は、Disableに設定されるまで続けられます。 
Reset期間中のLocalアクセスは、擬似的に受付られます（Local Busは起動しません）。 
また、同状態のTA[16:0]は”H”に保持されます。 
 
・クリアされるAPIC21内部Register 
 *Adapter Status／Recovery RegisterのBit[4:0]。 
 *Interrupt Flag RegisterのBit[6:0]。 
 

● PCI Reset 
PCI Resetが検出されるとTRESET#信号を出力します。 
PCI Resetでは、本AdapterすべてのRegisterが初期化され、シリアルEEPROMによる
初期イニシャライズが開始されます。 
本Adapterには、出荷時のためのテストモードがあります。 
これは、PCI Resetの立ち上がりで、IORDY信号／IORREQ#信号をサンプリングしどち
らか、または両方”L”だった場合にテストモードへ移行します。 
このため、常に IORDY 信号／IORREQ#信号を”L”状態で制御するシステムは必ず
TRESET#信号でMASK処理してください。 
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■ 汎用タイマの動作 

タイマ用のクロックは、内部(PCI CLK)／外部入力を選択可能です。 
外部入力を選択した場合の最大入力周期は33MHzまでとしてください。 
タイマカウンタの Countは、タイマクロックの 16分周で行われ、Borrow出力である TOUT#
信号も16分周期間の出力となります。 

TOUT#出力周期＝( Timer Count値＋1 )×TCLK周期×16 
*Timer Count値＝“0”では、カウント動作は行われません。 
タイマの周期割り込みを行う場合は、外部端子上でTOUT#と IRQxを接続してください。 
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9. 各種タイミング 

9-1. Read Transaction 
9-1-1. Direct Read Transaction 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] C BE# = 0000b 
 
AD[31:0] A Invalid D 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 
 
TD D1 D2 
 
MRD# / IOR# 
 

 
 

Direct RD Transaction: Local Bus=16bit / No Wait 
 

PCI Read要求Byte数がLocal Bus幅と等しい場合、合計2 Wait設定まで Initial Latency 
内でのDirect Single Read転送が可能です。 
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9-1-2. Delayed Read Transaction: (PCI RD Mode) 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] C BE# = 0000b C BE# 
 
AD[31:0] A Invalid A Invalid D D D D 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A+8 A+10 A+12 A+14 
 
TD D1 D8 D10 D12 D14 
 
MRD# 
 

 
 

PCI RD Mode 
Delayed RD Transaction: Local Bus=16bit / No Wait  

 
① Memory Burst RD (Clock-0)によりDelayed RD Requestを受付（PCI Read Mode － Retry応
答）。 

② ①によりLocal Bus上でPrefetch RDサイクルが指定バイト分起動されます（Clock 9付近）。 
③ Delayed RD Requestと同一フレームにてPCIから再アクセス(Clock 41)があるとDelayed RD
が成立し、Prefetch RDで格納したデータをNo Wait Burst RDでPCI側に引き渡すことかでき
ます。 
（PCI側からの転送要求バイト数が、Prefetch RDでの格納バイト数より多かった場合は、PCI
側に対し、Disconnect without Data終了し、その時点のアドレスを元にPrefetch予約をします。
その後再度Prefetch RDサイクルを起動し、PCI側からのアクセスを待機します。） 
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9-1-3. Direct I/O Pre-Read → PCI INT Read Transaction 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] C BE# = 0000b 
 
AD[31:0] A Invalid D D 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
INTA# 
 
BCLK 
 
IOCSx# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] A0 
 
TD D 
 
IOR# 
 
IORREQ# 
 
IORACK# 
 

 
Direct I/O Pre-RD → PCI割り込み → PCI INT RD Transaction 

 
◆ APIC21の特徴の1つであるアプリケーション主導型転送 
Direct I/O Pre-RD 転送（DIO ADDR = A0h、レジスタ幅16Bit設定時）が IORREQ#（入力）／IORACK#
（出力）のハンドシェークにより起動され、あらかじめ設定したDIO空間に格納されます。 
設定した空間のHalf／Full（上図ではHalf）ポイントまでデータが格納されると、PCI側へ割り込み
を発生します。 
割り込みにより起動されたDIOアドレスに対するマイクロ･サービスをPCI INT RD転送と呼び、格
納されたデータを I/O Burst RD転送によって高速に読み出すことが可能になっています。なお、通常
のシステムでは、I/O Burst転送は行われません。この時はSingleアクセスで転送されます。また、
割り込み発生点であるHalf／Fullポイント以上のデータ転送を続けて行わないでください。DIO空間
に格納されているデータ数以上の転送要求が発生すると、通常の I/O Readアクセスが起動されます。 
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9-2. Write Transaction 
9-2-1. Memory Burst Write Transaction 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 7 0 
 
AD[31:0] A D1 2 3 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A+4 A+6 A+8 A+10 
 
TD 
 
MWR#  
 
IOW# 
 

 
 

Memory Burst WR Transaction : Local Bus=16bit / No Wait 
 

PCIからのBurst Write転送は、最大8データ・フェーズまでNo Waitによる転送が可能です。 
各データ・フェーズ毎の BE#情報も同時に格納処理するため、有効バイトのみ Localアクセスしま
す。 
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9-2-2. I/O Burst Write Transaction 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 3 0 
 
AD[31:0] A D1 D2 D3 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
IOCSx# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A+4 A+6 A+8 A+10 
 
TD 
 
IOW#  
 

 
 

IO Burst WR Transaction : Local Bus=16bit / No Wait 
 

I/O空間に対するPCIバースト転送をサポートしています。 
但し、PCI Spec.において、I/O 空間のマッピングはバイト単位に許可されているため、転送時全バ
イトが有効(BE#=0000b)の場合のみバースト・アクセスを許可します。（次データ・フェーズのアド
レス更新が出来ないため）それ以外の BE#の組み合わせを検知した場合は、そのデータ・フェーズ
でDisconnect終了し、マスタ側からのアドレス更新された再アクセスを待機します。そのため、各
データ・フェーズ毎の BE#の有効性を判断する必要があるため、No Waitによるバースト転送は出
来ません。 
なお、上記の波形はLocal Control Registerの I/O Addressing Mode Bit=”1”（ﾘﾆｱ･ｱﾄﾞﾚｽｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ）設
定時の動作です。 
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9-2-3. Fast back to back Transaction 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 7 0 3 0 7 0 
 
AD[31:0] A D A' D' A'' D'' 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
IOCSx# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A' A'+2 
 
TD 
 
MWR#  
 
IOW# 
 

 
Fast Back to Back Transaction:  

PCI Write Mode Enable : Local Bus=16bit / No Wait 
 

最大3フレーム情報を同時に格納することが可能です。 
上記波形では、Fast back to back転送で、Memory-I/O-Expantion ROM空間への転送を順次受け付
け、排他的にLocalアクセスしています。 

 

- 55 - 



 
9-2-4. PCI Write Mode 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 7 0 7 0 7 0 7 0 7 0 
 
AD[31:0] A D1 A' D2 A'' D3 A''' D4 A''' D4 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
End_full(Write FIFOのFull状態を示す内部信号) 

 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+1 A+2 A+3 A' 

A'+1 
TD[15:8] 
 
TD[7:0] D1[7:0] D1[15:8] D1[23:16] D1[31:24] D2[7:0] 
 
MWR#  
 
IOW# 
 

 
PCI Write Mode  

Local Bus=8bit / No Wait 
 

PCI Write Mode設定時は、FIFO FULL状態（Frame Queue(3段)またはData FIFO(8段)）になると、
次のPCI Writeアクセス(Single)、またはデータ・フェーズ(Burst)に対し、Target Latency要求を待
たずに直にRetry応答します。 
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9-2-5. PCI WR Completion Mode 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 7 0 7 0 7 0 
 
AD[31:0] A D1 D2 D2 D2 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A+4 
 
TD D1 D2 
 
MWR#  
 
IOW# 
 

 
 PCI WR Completion Mode (Data Parity Mode / PCI Write Mode) 

 Local Bus=16bit / No Wait 
 

PCI WR Completion ModeはBurst Write転送を抑止（データフェーズ毎にDisconnect終了）するモ
ードです。受け付けたデータが Local 側に書き込まれるまで一切の PCI アクセスを受け付け禁止
（Retry応答）し、PCI - Local間転送の同期化を図ります。 
なお、Single Write転送においても同動作となります。 
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9-2-6. Data Parity Mode 
 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

PCI_CLK 
 
C/BE#[3:0] 7 0 7 0 7 0 7 0 
 
AD[31: 0] A D1 A' D2 A'' D3 A'' D3 
 
PAR 
 
PERR# 
 
FRAME# 
 
IRDY# 
 
TRDY# 
 
STOP# 
 
DEVSEL# 
 
BCLK 
 
MEMCS# 
 
BHE# 
 
TA[16:0] 1FFFFh A A+2 A'' 
 
TD D1[15:0] D1[31:16] D3 
 
MWR#  
 
IOW# 
 

 Data Parity Mode (PCI Write Mode) 
Local Bus=16bit / No Wait 

 
Data Parity Modeは、フレーム単位（または、FIFO Full状態）に転送データの有効性（Data Parity Error
の有無）を判別後、Localアクセスを実行します。 
 
1番目のフレームではParity Errorを検出する事無く転送終結したため、PCIアクセス終了後、Local
アクセスが、起動されます。 
2番目のフレームおいてParity Errorを検出したため、Localアクセスは起動されずに格納したフレー
ムデータを破棄します。 
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■ 外形寸法図 
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■ 改訂履歴 
 
 発行年月日 1999年10月29日 初版 
 
 発行年月日 2004年10月05日 第2版 
    「改訂履歴」を追加 
 
 発行年月日 2005年03月14日 第3版 
    E-Mailアドレスを修正 
 
 発行年月日 2012年05月01日 第4版 
    発行社名変更 
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~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
 
 

◇このデータシートに記載した仕様は、改良などのため、変更することがあります。 
本製品をご採用の際は、納入仕様書でご確認ください。 

 
◇この資料に掲載されている技術情報は、当社及び、第3者の工業所有権その他の権利の 
実施に対する保証を行うものではありません。 

 
◇本製品は一般電子機器に使用されることを前提に設計されております。 
本製品を、高い信頼性が要求され、人身・人命に係る装置（航空・宇宙機器を含む輸送 
機器、交通信号機器、防犯・防災機器、各種安全装置、産業用ロボット、通信機器、原 
子力制御システム、生命維持装置を含む医療機器等）に使用する際は、当社営業窓口に 
ご相談願います。 

 
◇本製品は耐放射線設計をしておりません。 

 
 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＡＰＩＣ２１技術資料 第４版 
 ２０１２年 ０５月 ０１日 
 
株式会社シーピーアイテクノロジーズ 
  
 E-Mail：support@cpi-tec.com 
 FAX：045-331-9203 
  

 
＊本書は、予告なく内容の変更を行う場合があります。 
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